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文教福祉委員会会議録 

 

令和２年９月３０日 水曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ３時５９分閉議（実時間２７０分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第９８号・令和元年度八代市一般会計

歳入歳出決算（関係分） 

１．議案第９９号・令和元年度八代市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算 

１．議案第１００号・令和元年度八代市後期高

齢者医療特別会計歳入歳出決算 

１．議案第１０１号・令和元年度八代市介護保

険特別会計歳入歳出決算 

１．議案第１０６号・令和元年度八代市診療所

特別会計歳入歳出決算 

１．その他 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  西 濵 和 博 君 

副委員長  村 山 俊 臣 君 

委  員  亀 田 英 雄 君 

委  員  古 嶋 津 義 君 

委  員  前 川 祥 子 君 

委  員  村 上 光 則 君 

委  員  百 田   隆 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

監査委員       江 﨑 眞 通 君 

会計管理者      宮 本 誠 司 君 
 
  教育部 
            松 岡   猛 君 
  総括審議員兼次長 
 
 

  教育部次長     和久田 敬 史 君 

  教育施設課長    竹 下 圭一郎 君 

  学校教育課長    髙 嶋 宏 幸 君 
 
 健康福祉部長兼 
            小 林 眞 二 君 
 福祉事務所長 
 
 
  健康福祉部次長兼 
            白 川 健 次 君 
  福祉事務所次長 
 
 
  健康福祉部次長兼 
            永 田 理 子 君 
  福祉事務所次長 
 

  長寿支援課長    山 内 真奈美 君 

  障がい者支援課長  髙 﨑 博 文 君 

  理事兼生活援護課長 鶴 田 洋 明 君 

  理事兼こども未来課長 田 中 かおり 君 

  理事兼健康福祉政策課長 野 田 章 浩 君 

  健康推進課長    南   睦 子 君 

  国保ねんきん課長  西 田 裕 一 君 
 
  国保ねんきん課主幹 
            西 村 裕 昭 君 
  兼保険税係長 
 
 
  国保ねんきん課主幹 
            園 川 純 大 君 
  兼後期高齢者医療係長 
 

 財務部 

  納税課長      岩 崎 伸 一 君 

部局外 

 議会事務局次長    増 田 智 郁 君 

                              

○記録担当書記     村 上 政 資 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（西濵和博君） 皆様、おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）定刻となり、定足数に達しておりますの

で、ただいまから文教福祉委員会を開会いたし

ます。 

 本日は、本委員会に付託されました決算議案

につきまして、閉会中審査を行うことといたし

ております。 

 審査に入ります前に、まず、決算審査の進め

方について御説明いたします。 

 まず、審査方法についてですが、９月１５日
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の本委員会でも御報告いたしましたが、まず一

般会計決算の歳出、そして、各特別会計決算の

歳出の審査については、令和元年度における主

要な施策の成果に関する調書及び土地開発基金

の運用状況に関する調書に基づいて、また、特

別会計の歳入の審査については、令和元年度八

代市特別会計歳入歳出決算書に基づいて説明を

聴取し、監査委員からの審査意見書も含めたと

ころで質疑を行うことといたしております。 

 また、審査の流れといたしましては、それぞ

れの決算ごとに質疑、討論、採決を行う予定と

しております。 

 そのほか審査方法については、お手元に配付

しておりますような方法で説明させていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、審査日程についてですが、事前に配付

いたしております日程表のとおり、審査の進行

によっては、予定している審査項目を１０月２

日金曜日の予備日に繰り越すことも考えられま

す。 

 以上、本委員会の審査がスムーズに進みます

よう、委員の皆様方の御協力をよろしくお願い

いたします。 

 それでは、本委員会に付託されております決

算議案５件の審査に入ります。 

                              

◎議案第９８号・令和元年度八代市一般会計歳

入歳出決算（関係分） 

○委員長（西濵和博君） まず、議案第９８

号・令和元年度八代市一般会計歳入歳出決算

中、当委員会関係分を議題とし、執行部より説

明を求めます。 

 まず、第９款・教育費及び第１０款・災害復

旧費中、教育部関係分について、教育部から説

明願います。 

○教育部次長（和久田敬史君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り） 

 教育部所管の決算審査をお願いするに当たり

まして、まず、令和元年度の総括をさせていた

だきます。着座させていただきますので、よろ

しくお願いいたします。 

 令和元年度予算・決算の状況でございます

が、教育費のうち、経済文化交流部所管を除い

た教育部所管分では、予算現額が６１億６８２

４万６０００円、支出済額が５６億６２４２万

９８円、翌年度繰越額が７７３９万８３４９円

で、繰越額を含めて執行率は９３.１％となっ

ております。 

 令和元年度予算につきましては、八代市総合

計画や第２期八代市教育振興基本計画に掲げる

施策を実現するため、教育部においては、次の

４つの施策を重点施策として各種の事業に取り

組みました。 

 １つ目は、学びを支える教育環境の整備・充

実です。 

 まず、大きな事柄として、平成２３年度から

取り組んでまいりました学校規模適正化計画に

基づき、令和元年度末をもって鏡西部小学校が

鏡小学校に統合となりました。これにより、学

校の過小規模化が解消し、今後、多くの個性に

囲まれた環境の中で、子供たちのさらなる成長

が期待されます。 

 また、学校支援職員の配置により、特別支援

教育や学校図書館の充実に取り組んだほか、Ｉ

ＣＴ環境の整備では、平成２８年度から実施し

てまいりました３ブロックに区分してのタブレ

ットパソコンへの入替えが全学校で完了いたし

ました。今後、１人１台の整備に向けて取り組

んでまいります。 

 次に、２つ目は、不登校児童・生徒の学習機

会の確保です。 

 不登校児童・生徒に対しましては、不登校対

策やつしろプランに基づき、組織的な対応とし

て児童・生徒の実態把握を図りながら、学習支

援や人間関係づくりなど、子供たちのサポート
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に取り組みました。また、くま川教室では、不

登校状態にある児童・生徒に対して学習支援を

行うとともに、様々な活動を通じて子供たちの

社会性を育み、学校への復帰を支援いたしまし

た。 

 ３つ目は、安全・安心な学校づくりです。 

 地球温暖化などによる暑さ対策として、平成

３０年度から開始した普通教室などへのエアコ

ン設置が完了いたしました。新型コロナウイル

ス対策として実施された休校の影響で夏休みが

短縮され、今年度は真夏の期間中での授業とな

りましたが、子供たちは快適な環境の中で学習

することができました。 

 また、平成２７年度から取り組んでまいりま

した学校施設の非構造部材耐震化の体育館や、

武道館の天井等落下対策工事については、令和

元年度の八代支援学校体育館の改修工事をもっ

て完了となりました。 

 このほか、地震等による倒壊を防ぐためのブ

ロック塀の改修や、トイレの洋式化などにも取

り組んだところでございます。 

 最後に、４つ目は、学校と地域が協働し、地

域全体で子供を教育・子育てできる体制づくり

でございます。 

 この取組は、つながりの希薄化による地域の

教育力低下や、学校が抱える問題の複雑化、困

難化といった課題の解決を目指すものでござい

ます。学校、家庭、地域が連携し、教育活動の

支援や子供の居場所づくりなどの活動を行い、

地域社会全体で子供を育てる環境を整えるため

に、地域学校協働活動、放課後子供教室、地域

未来塾の３事業を実施いたしました。 

 今年度は、協働による体制づくりをさらに進

めるため、地域学校協働本部の設置及び地域学

校協働活動推進員の配置など推進体制を構築し

たところであり、学校に設置されるコミュニテ

ィー・スクールとの一体的な活動を図り、なお

一層の事業推進に努めてまいります。 

 このように、令和元年度は、以上の４つの施

策を重点施策として取り組んでまいりました

が、このほかに学力向上やつしろプランに基づ

き、支え合う仲間がいる学びの環境づくり、子

供たちが意欲的に取り組める事業の実践、効果

的な家庭学習の工夫など、多方面から子供たち

の学力向上に取り組んでまいりました。また、

市民の生涯学習の一環として、図書館や博物館

を通じて、学習機会や文化に触れる機会などの

提供も行ってきたところでございます。 

 教育部といたしましては、今後とも八代市重

点戦略事業や第２期八代市教育振興基本計画の

着実な推進を目指し、組織一体となって関係機

関と連携を図りながら様々な取組を進めてまい

りますので、文教福祉委員会の委員の皆様にお

かれましては、変わらぬ御指導と御支援をよろ

しくお願い申し上げます。 

 以上、令和元年度予算に対する決算の総括と

させていただきます。 

 この後、松岡教育部次長が主要事業の説明を

いたしますので、よろしくお願いいたします。 

○教育部総括審議員兼次長（松岡 猛君） お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）教育部次長の松岡でございま

す。よろしくお願いします。 

 令和元年度教育部関係の歳出決算について説

明をさせていただきます。着座にて御説明をい

たします。 

 決算額等に関する説明は、和久田次長が総括

で説明いたしましたので、私のほうからは、令

和元年度における主要な施策の成果に関する調

書及び土地開発基金の運用状況に関する調書の

中から、教育部が所管する主な事業について説

明をいたします。 

 それでは、調書の１３８ページをお開きくだ

さい。 

 １３８ページ上段の小中一貫・連携教育推進

事業です。 
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 この事業は、義務教育９年間を通して、小中

学校が連携して学習指導や生徒指導を行うこと

で、確かな学力、豊かな心、健やかな体などを

育むための事業で、平成２７年度より全ての中

学校区で導入しております。 

 元年度は、中１において、不登校が増加する

ことを解消するため、全中学１年生を対象にア

ンケートＱ―Ｕの実施や、小中の交流活動、リ

ーフレットの作成、研修会における外部講師に

よる講演会などを行いました。 

 決算額は１２３万６０００円で、講演会にお

ける講師謝礼やアンケートＱ―Ｕ業務委託費が

主なものでございます。 

 今後の方向性としては、現行どおりとし、子

供たちに挨拶、礼儀、片づけを励行するやつし

ろスピリッツの浸透に引き続き取り組むととも

に、成果と課題を検証しながら、より実態に即

した事業となるよう取り組んでまいります。 

 次に、１４０ページ上段の八代市学校・子ど

も教育応援基金事業です。 

 この事業は、八代市の未来を担う子供たちの

ために、学校での学びを支援する事業でござい

まして、特定財源として教育振興に係る寄附金

を元に基金を創設したものでございます。 

 決算額は９４万９０００円で、個人から８

件、企業団体から５件の寄附があり、８６万６

０００円を基金に積み立てたものでございま

す。 

 元年度は、この基金を活用し、各学校現場の

実情に応じてＩＣＴを活用した公開授業や、英

語力向上のため、モデル校５校においてＧＴＥ

Ｃ検定を実施したほか、いじめ不登校対策、難

聴生徒授業支援のための整備など、８事業を実

施しております。 

 今後の方向性は現行どおりとし、基金への寄

附を広く呼びかけながら、子供たちの学力向上

等に向けた事業に活用してまいります。 

 同じく１４０ページ下段の学校通学関係事業

です。 

 この事業は、遠距離等により通学が困難な児

童生徒に対し、スクールバスの運行や通学に要

する経費の補助を行うことにより、安全・安心

な通学環境を確保するものでございます。 

 元年度に、スクールバスを運行した学校は、

八千把小、金剛小、二見小、八竜小、文政小、

東陽小、泉小、泉中、支援学校の９校です。う

ち二見小においては、タクシーでの送迎を行っ

ております。このほか、元年度は、運行ルート

見直しに伴う東陽小スクールバスと、旧鏡西部

小学校が鏡小に統合されるため、旧鏡西部小児

童を送迎するためのスクールバスを購入してお

ります。また、宮地小、坂本中におきまして

は、ＪＲなどの公共交通機関の定期券購入に対

する補助を行っております。 

 決算額は８５３１万８０００円で、主に運行

業務委託料、運転手賃金、燃料費、車検・修繕

料及び新規車両の購入経費でございます。ま

た、不用額６４１万円は、スクールバスの購入

に係る入札残と、運行ルートの見直しによるス

クールバスリース料の減少などによるもので

す。特定財源は、スクールバス購入に対する国

補助金４５５万円、地方債４６０万円でござい

ます。 

 今後の方向性は、現行どおりとし、スクール

バスの安全な運行に努めるとともに、状況の変

化に対応した効率的な運営を念頭に置き、必要

な通学手段の確保を行ってまいります。 

 続きまして、１４２ページをお願いいたしま

す。 

 １４２ページ上段の学校支援職員配置事業で

す。 

 学校現場の現状として、教職員だけでは、児

童・生徒の支援や図書館運営等に関し人的な不

足があるため、特別支援教育支援員、英語支援

員、学校図書館支援員などを配置し、きめ細や

かな教育の推進を行っております。 
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 元年度の支援職員の配置状況は、特別支援教

育支援員が５８人、学校図書館支援員が２５

人、英語支援員３人、中学校に配置する生徒指

導支援員６人、支援学校及び幼稚園に配置する

看護師７人及び幼稚園保育支援員７人など、合

計１０６人でございます。 

 決算額は９１６２万円で、今後の方向性は現

行どおりとし、学校の実態を把握した上で、継

続して支援員を配置していきたいと考えており

ます。 

 続きまして、１４３ページをお願いいたしま

す。 

 １４３ページ下段の要保護・準要保護就学援

助事業です。 

 この事業は、経済的な理由により就学困難と

認められる児童生徒や特別支援学級に在籍する

児童生徒の保護者の経済的負担を軽減するため

に、就学に必要と認められる学用品費、修学旅

行費、新入学用品費などの経費について援助を

行うものです。 

 就学援助を受けた児童及び生徒数は、小学校

１０７６人、中学校６９７人、また、特別支援

教育奨学奨励費の対象となった児童及び生徒数

は、小学校２４４人、中学校７３人で、合わせ

た支給額は、小学校が３４６６万１０００円、

中学校が４００８万８０００円で、決算額は７

４７４万９０００円となっております。不用額

５２５万１０００円は、対象となる児童生徒数

が当初見込みよりも少なかったためでございま

す。特定財源は、国補助金５５８万５０００円

で、今後の方向性は現行どおりとし、引き続

き、経済的な理由による就学困難な児童生徒を

援助してまいります。 

 続きまして、１４４ページをお願いいたしま

す。 

 １４４ページ下段のパソコン教育推進事業で

す。この事業は、児童生徒の情報活用能力の育

成と分かりやすい授業展開を目指して、市内各

学校にパソコン等を配備するものでございま

す。 

 リースパソコンは、計画的にデスクトップパ

ソコンから活用の幅が広がるタブレット併用型

パソコンに順次変更を行っており、元年度で完

了いたしました。 

 決算額１億８７３５万円は、パソコン２４５

４台分のリース料及び機器点検料でございま

す。 

 今後の方向性は、規模拡充とし、国のＧＩＧ

Ａスクール構想に基づき、１人１台の端末配備

と、それに伴う環境整備に取り組み、その有効

活用を図ってまいります。 

 続きまして、１４５ページをお願いいたしま

す。 

 １４５ページ上段、太田郷小学校トイレ改修

事業（繰越分）です。 

 この事業は、太田郷小学校トイレの洋式化が

進んでいないことに加え、トイレ全体の老朽化

に伴う臭いの発生や配管等の詰まりが発生して

いたため、教育環境の改善と快適な学習環境を

確保するという観点から、トイレの洋式化及び

給排水管等や内装の改修を行ったものです。国

交付金の内示が平成３１年２月にあったことか

ら、平成３０年度当初予算を繰り越し、元年度

に工事監理業務委託、トイレ改修工事を行い、

令和２年２月に完了いたしました。 

 決算額は１億３４３３万４０００円で、特定

財源は、国補助金４２４０万４０００円、地方

債９１９０万円でございます。 

 今後の方向性は、完了としておりますが、本

市の学校、幼稚園トイレは洋式化が進んでおら

ず、また、老朽化していることから、今年度か

らは、学校等施設トイレ改修事業として計画的

に整備を進めることとしております。 

 同じく１４５ページ下段の小・中・幼空調設

備設置事業（繰越分）です。 

 この事業は、急速な地球温暖化などが要因の
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夏季における教室等の暑さ対策を解消するた

め、小学校・中学校・幼稚園の普通教室等に空

調設備を設置し、夏季・冬季における児童生徒

等の健康維持と学習しやすい教育環境を確保す

るもので、平成３０年度から令和元年度の２年

間で整備を行いました。令和元年度は、小学校

２３校の設計業務委託及び小学校２３校、中学

校１５校、幼稚園６園の整備を行いました。 

 決算額は２０億５０１９万１０００円で、特

定財源は、国補助金３億１７６９万７０００

円、地方債１６億７７８０万円でございます。

不用額２億２０万３０００円の主なものは、工

事の一部取りやめ、設計内容の見直し及び入札

残でございます。 

 予定しておりました整備が完了しましたの

で、今後の方向性は完了としております。 

 次に、１４６ページをお願いいたします。 

 １４６ページ下段の語学指導外国青年招致事

業です。 

 この事業は、英語を母国語とする外国青年を

招致し、教員と共同で授業を行うことにより、

英語教育の充実と異文化の理解等を図るために

実施しております。元年度は１２人の外国語指

導助手（ＡＬＴ）を幼稚園、学校に派遣してお

り、小学校では、外国語活動の中で英語による

コミュニケーション能力の基礎を培うこと、ま

た、中学校では、音声指導や、英語で話す、聞

くことへの関心を高めることを目的として活動

を行いました。 

 決算額６０１５万５０００円は、ＡＬＴの報

酬、社会保険料、住宅借上料などが主なもので

す。 

 今後の方向性は、現行どおりとし、子供が英

語に親しむ環境づくりや学校における英語教育

の改善をさらに進めてまいります。 

 続きまして、１４７ページをお願いします。 

 １４７ページ上段の不登校児童生徒の適応指

導事業です。 

 この事業は、適応指導教室くま川教室を開設

し、不登校状態にある児童生徒に対し、教職員

経験のある指導員による学習指導や、個別や集

団での活動を通して適応指導などを行い、学校

復帰や社会的な自立を支援するものです。元年

度は、体験入級など一時的な通級者を含め３６

人の児童生徒が利用し、在籍校へ部分的に登校

ができた生徒が二人、完全に学校へ復帰した生

徒が二人でございました。 

 決算額は８７４万９０００円で、その主なも

のは、指導員８人分の人件費です。 

 今後の方向性は、施設の老朽化に加え、小学

生の見学者、入級希望者も増加していることか

ら、規模拡充といたしております。 

 続きまして、１４９ページをお願いいたしま

す。 

 １４９ページ下段の準要保護就学援助事業で

す。 

 この事業は、先ほど説明いたしました要保

護、準要保護就学援助事業と同様に、経済的な

理由により就学困難と認められる児童生徒の保

護者に対し、学校給食費の援助を行うものでご

ざいます。 

 決算額は６６２５万５０００円で、元年度

は、小学校９７９人、中学校５３７人の計１５

１６人に援助を行っております。不用額９７３

万３０００円は、新型コロナウイルスの影響で

３月に臨時休校を行ったことにより、給食がな

かったこと、及び対象となる児童生徒数が当初

見込みよりも少なかったためでございます。 

 今後の方向性は現行どおりとし、子供たちの

健全な発育のために、引き続き事業を継続して

まいります。 

 続きまして、１５１ページをお願いいたしま

す。 

 １５１ページ上段の公益財団法人学校給食会

運営補助事業です。 

 この事業は、公益財団法人八代市学校給食会
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に対し、主に人件費に係る経費について補助を

行うものでございます。 

 同学校給食会は、旧八代地域の学校給食を受

け持っており、その食数は、市全体の約８割に

当たる約８３００食の調理を行っております。 

 決算額は２億８６３３万円で、不用額の１３

４８万１０００円の主なものは、職員が不足し

ており、募集を行ったものの応募がなかったた

め、不要となったものでございます。 

 今後の方向性は現行どおりとし、子供たちの

ために安全・安心な給食の安定した提供を行っ

てまいります。 

 続きまして、１５２ページをお願いいたしま

す。 

 １５２ページ上段の学校・家庭・地域の連携

協力推進事業です。 

 この事業は、地域の人材を活用して地域全体

で未来を担う子供たちを育む事業で、放課後子

ども教室、地域学校共働活動事業及び地域未来

塾を実施しました。放課後子ども教室は、放課

後の子供の居場所づくりとして、小学校の余裕

教室等を活用し、様々な体験活動、学習活動を

行うもので、郡築小で３４人、昭和小で２５

人、泉小で１３人の児童が参加し、開催いたし

ました。地域学校共働活動事業では、三中校区

及び東陽中校区において、地域の御協力により

学習補助や環境整備などの学校活動の支援が行

われております。地域未来塾は、経済的、地理

的理由等で学習塾に通えなかったり、学習習慣

が十分に身についていない生徒への学習支援を

行ったりするため、三中、六中、二見中、東陽

小で、教職員ＯＢ等が学習支援員として合計２

４１回実施しております。 

 決算額は２２７万１０００円で、コーディネ

ーターや学習支援員への謝礼が主なもので、特

定財源として県補助金６４万９０００円と八代

市学校・子ども教育応援基金繰入金２１万７０

００円を活用しています。 

 今後の方向性は、学校、地域が連携、協働

し、子供たちの成長を支えていくことや、学校

における働き方改革を踏まえた活動を行ってい

く必要があり、令和４年までには全ての市立小

中、特別支援学校での実施を目標としているた

め、規模拡充としております。 

 続きまして、１５４ページをお願いいたしま

す。 

 １５４ページ上段の公民館施設整備事業で

す。 

 この事業は、八代市公民館の整備を行い、利

用者の安全及び利便性向上を図るものでござい

ます。 

 決算額は５３４万７０００円で、主なもの

は、ホール吊天井耐震化整備工事設計管理業務

委託料で、不用額３１１万４０００円は、当

初、設計監理業務委託を行う予定でしたが、設

計業務だけに委託内容を見直したことによるも

のです。特定財源として、教育文化センター建

設基金からの繰入金４４９万９０００円でござ

います。 

 今後の方向性は、つり天井改修、音響設備な

どの整備を予定しておりますので、規模拡充と

しております。 

 同じく１５４ページ下段の自治公民館整備補

助金事業です。 

 この事業は、市民が生活、文化、教養などの

講座を学ぶ身近な学習施設として、地域の自治

公民館の新築、増改築、修繕や備品購入等に対

して補助を行うものでございます。 

 決算額は３７０万５０００円で、自治公民館

の修繕等で１１件、計３７０万５０００円の補

助を行っております。 

 今後の方向性は現行どおりとし、地域の自治

公民館を支援するために、引き続き取り組んで

まいります。 

 続きまして、１５７ページをお願いいたしま

す。 
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 １５７ページ下段の博物館特別展覧会事業で

す。 

 本事業は、市民が優れた芸術作品や貴重な歴

史資料に親しむ機会を提供し、文化への関心、

創作意欲を高めるとともに、郷土愛を育むた

め、年４回、各展覧会のテーマに即して開催す

るものでございます。 

 決算額は１２６０万８０００円で、その主な

ものは、展示物の運搬料、ポスター・チラシの

印刷代などでございます。特定財源２９７万４

０００円は、観覧料と図録販売収入でございま

す。 

 まず、春季展覧会では、日本遺産に認定され

た肥前の焼き物の中から唐津焼、有田焼、鍋島

焼など、国指定重要文化財を含む日本屈指の陶

磁器の名品を展示した「肥前陶磁の美―百花繚

乱のやきもの散歩―」を開催しました。展覧会

４０日間の期間中、３２８９人の入館者があり

ました。 

 続きまして、夏季展覧会では、日本製紙株式

会社八代工場の協力により、今も昔も八代の基

幹産業である製紙業の歴史を、江戸時代の宮地

手すき和紙から明治時代以降の機械製紙まで豊

富な実物資料を紹介した「なるほど！紙づくり

の世界」を開催しました。展覧会は３７日間開

催し、夏休みでもあり、親子連れの入館者が多

く見られ、入館者は２８８０人でした。 

 次に、秋季展覧会では、「もののふと茶の湯

―利休から織部・忠興・康之へ～」と銘打ち、

安土桃山時代、一気に武家社会へと浸透した茶

の湯をテーマに取り上げ、全国各地から細川忠

興、松井康之、千利休、古田織部ゆかりの名品

をお借りして展示・紹介しました。展覧会３３

日間の期間中、３８７４人の入館者数を記録

し、期間中に開催した２回の特別講演会では１

４５人の聴講があり、講師の話を多くの方が興

味深く聞いていました。 

 続きまして、冬季展覧会では、旧八代城主松

井家に伝来する婚礼道具を公開した「お姫様の

婚礼家具」を開催いたしました。今回は、金銀

蒔絵を施した松井家伝来の豪華な婚礼道具に夫

人たちゆかりの品々を加えた８５点の展示を行

いました。当初、展覧会は３９日間の開催を予

定しておりましたが、新型コロナウイルス感染

拡大防止のため、３月３日から臨時休館を行っ

たため、開催期間は２１日間となり、１０９０

人の入館者がありました。 

 これらの特別展覧会の今後の方向性は現行ど

おりとし、八代の文化振興のため、引き続き、

魅力ある展示を企画してまいりたいと考えてお

ります。 

 続きまして、少し飛びまして１６９ページを

お願いいたします。 

 １６９ページ上段の公立学校施設災害復旧事

業（中学校）（繰越分）です。 

 平成３０年７月豪雨により発生した二見中西

側のり面崩落の災害復旧のための事業です。 

 平成３０年度に予算措置を行い、３０年度に

２０３万３０００円で測量設計に関する業務委

託を行い、工事費５７５万６０００円は、繰越

しを行いました。 

 決算額は５６７万円で、令和元年５月に事業

は完了しております。特定財源は、国庫支出金

５１３万４０００円、地方債５０万円です。 

 今後とも災害により被災した施設等について

は、早期の復旧に努めてまいります。 

 続きまして、別冊の一般会計歳入歳出決算書

によりまして、主な流用について説明をさせて

いただきます。 

 まず、決算書１５５ページをお願いいたしま

す。 

 決算書１５５ページの款９・教育費、項２・

小学校費、目１・学校管理費の備考欄にござい

ます中段になります１１節・需用費より１５

節・工事請負費への流用９８万１０００円は、

故障した松高小保健室の空調機取替え工事に伴
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う流用でございます。 

 続きまして、１５９ページをお願いいたしま

す。 

 １５９ページ上段の項３・中学校費、目２・

教育振興費の備考欄にございます１４節・使用

料及び賃借料より１９節・負担金補助及び交付

金への流用７３万８０００円は、一中及び四中

ブラスバンド部が全日本マーチングコンテスト

に出場する補助金に伴う流用でございます。 

 同じく１５９ページ、目３・学校建設費の備

考欄の一番最後のほうになります１５節・工事

請負費より２２節・補償、補填及び賠償金への

流用６１万２０００円につきましては、六中コ

ンクリートブロック塀の改修工事に伴い、当初

予定していなかった敷地内電柱の移設が必要と

なったことに伴う流用でございます。 

 次に、１６５ページをお願いいたします。 

 １６５ページの上から３段目になります目

４・図書館費の備考欄にございます１３節・委

託料から１１節・需用費への流用７０万５００

０円は、せんちょう分館において空調機の室外

機及び館内水銀灯が故障し、早急に対応する必

要があり流用したものでございます。 

 最後に、不用額については、主要施策調書の

中の説明でも説明をいたしましたが、そのほか

の主なものについて歳入歳出決算書で説明をい

たします。なお、金額については１０００円未

満を切り捨てております。 

 まず、決算書の１５５ページをお願いいたし

ます。 

 １５５ページ中段、項２・小学校費、目１・

学校管理費、節１１・需用費９５７万７０００

円の不用額は、新型コロナウイルスの影響で３

月に臨時休校を行ったことにより、電気料やプ

ロパンガス代等の光熱水費が減少したことなど

が主なものでございます。 

 続きまして、１５７ページをお願いいたしま

す。 

 １５７ページ中段、項３・中学校費、目１・

学校管理費、節１１・需用費２５０３万７００

０円の不用額は、夏季及び冬季において空調設

備の使用が少なかったこと、また、新型コロナ

ウイルスの影響で３月に臨時休校を行ったこと

により、電気料やプロパンガス等の光熱水費が

減少したことなどが主なものでございます。 

 続きまして、１６１ページをお願いいたしま

す。 

 １６１ページ、項４・特別支援学校費、目

３・学校建設費、節１５・工事請負費１１３６

万２０００円の不用額は、設計内容の見直し及

び入札残などによるものでございます。 

 同じく１６１ページ下段、項５・幼稚園費、

目１・幼稚園費において、まず、節１１・需用

費４７４万円の不用額は、夏季及び冬季におい

て空調設備の使用が少なかったことによる電気

料やプロパンガス等の光熱水費が減少したこと

などが主なものでございます。次に、一番下段

の節１９・負担金補助及び交付金１２１８万９

０００円の不用額は、令和元年１０月からの幼

児教育・保育の無償化に伴い、当該制度が廃止

されたためでございます。 

 以上、教育部が所管します決算についての説

明とさせていただきます。どうぞよろしくお願

いいたします。 

○委員長（西濵和博君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（亀田英雄君） 成果報告の１４５ペー

ジ、空調設備設置事業の話ですね。多額の予算

も使ってエアコンを設置されたということで、

部長総括でも話があったっですが、快適な環境

の中で学習ができたというお話を伺いました。 

 それでもですね、多額のお金を使ったという

ことで、エアコンを設置した効果の検証とかそ

ういうのは行われてきたのだろうかと。このこ

とが学習向上につながったとかですね、熱中症
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がなかったとか、健康状態はどうだったのかと

かという話をちょっと伺いたいんですけど、そ

の辺の効果の検証というのは行われたのかとい

うことが１点です。 

 あと、その次のページにブロック塀改修事業

は完了となっておりますが、本当に終わったの

か。予算がなくなったけんやめたちゅう話か、

どちらかなと。ちょっとその２点について伺い

たいと思います。 

○教育施設課長（竹下圭一郎君） 教育施設課

の竹下でございます。よろしくお願いします。 

 まず質問第１問目の効果の検証ですが、今年

がまず１年目というところで、効果の検証には

至ってないところでございます。 

 第２問のブロック塀の完了についてですけれ

ども、ブロック塀は完了しております。調査を

行って、問題があるブロック塀全て終了という

ところでなっております。 

 以上でございます。 

○委員（亀田英雄君） 現在行われていないと

いうことなんですが、行う予定があるのか、あ

ればいつ頃行われるのかということについて伺

います。 

○教育施設課長（竹下圭一郎君） 空調の調査

のほうでよろしいでしょうか。（委員亀田英雄

君「そうです」と呼ぶ）効果の検証はですね、

一応ちょっと１年間通してみてですね、ちょっ

と検証をいろいろ調べてみたいと思います。 

 以上でございます。 

○委員（亀田英雄君） ぜひお願いしときま

す。 

 それと、引き続きよかですか。 

○委員長（西濵和博君） はい、どうぞ。 

○委員（亀田英雄君） 決算書の１５９ページ

の流用額ですたいね。一中あたりのマーチング

コンテストに行ったけん流用したんですという

ようなお話じゃなかったろうかと。そのちょっ

と経緯をお聞かせ願いたいと。予算のなかった

けん流用したていう話でしょうばってんが、行

ったけん流用したって話じゃなかっじゃなかろ

うかなと。ほかにいろいろ部活はあっとですけ

ん。その辺の経緯をちょっとお聞かせ願いたい

という感じになります。 

○学校教育課長（髙嶋宏幸君） 失礼します。 

 マーチングの流用についてですけれども、大

体非常にこう、八代の子供たちはレベルの高い

ところにあります。本来ならば全国大会に行く

というのは非常に珍しいことであります。それ

も２校行くということで、一中、四中ですね、

そういうことからうれしい誤算といいますか、

そういうところでこのような流用になったとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○委員（亀田英雄君） 分かりました。 

 手前でですね、予算をもうちょっと確保して

おけばなというふうな、ちょっとことば思った

んです。 

 毎年いつもお話をさせていただくことなんで

すが、予算の１割ほどは教育予算も確保しなっ

せよというお話をさせていただくかと思いま

す。それでも確保をいつもさっさん。いつも決

算になれば１割ぐらいになっとですが、今回は

６１億ということで、決算になっても、そし

て、エアコンに２０億使っても１割に満たなか

ったと。エアコンば２０億使わんば、全然満た

らんて話ですけんが、部長総括の中でもいろん

な課題の指摘はあんまりなかったように思って

おります。ここは、主要な施策の方向性を見て

も、課題のもっと改善とかその辺はなかという

ように見受くっとですよ。もうちょっと今の話

でですたい、子供がそういう励みになるその辺

の予算を確保しとくとか、そんなことも必要じ

ゃなかろうかと思うとですけど、もっと教育の

充実をということに対してどぎゃん思いで予算

を確保しよんなっとかなというふうに思うとで

すよ。その辺の見解をちょっとお聞かせ願えれ
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ばなと思います。 

○教育部次長（和久田敬史君） 亀田委員から

の御指摘、それから、御心配、大変ありがとう

ございます。 

 毎年、予算編成に当たりましては、委員の

方々から予算の１割確保をというようなこと

で、私どもも精いっぱいですね、予算の要求、

それから、必要性につきましては、財政当局に

訴えておりまして、元年度につきまして言いま

すと、エアコン、それから、ブロック塀関連に

ついての予算の確保というのは、教育部として

は絶対しなければいけないということでお願い

して確保をしたところでもございますし、今年

度につきまして言いますと、ＧＩＧＡスクール

構想に伴いますタブレットパソコンの１人１台

の確保、これにつきましてもどうしても教育委

員会としてはこうしたいということで、いろい

ろお願いを補正でしたりとかということで努め

てきたところでございます。 

 基本的に当初の予算編成に当たりましては、

前年度の予算をベースとしてというのが前提に

あるところもありますもんですから、私どもと

しましては常にですね、ソフト・ハードにおい

ての課題というのは持っておりまして、それを

達成するためにこれだけ必要なんだという必要

性を訴えていってるところでございますが、な

かなか努力が認められていないというようなと

ころもございます。 

 来年度の編成につきましても様々な課題を抱

えておりまして、その解決するために予算はま

た要求していこうと考えておりますので、そう

いった面からでも委員の皆様方の御支援もいた

だければと思っております。私たちも精いっぱ

い頑張るつもりでおりますので、よろしくお願

いいたします。 

○委員（亀田英雄君） 委員は精いっぱい応援

しとりますとですけん。（教育部次長和久田敬

史君「ありがとうございます」と呼ぶ）そうい

うのを十分ですね、頑張っていただきたいなと

いうふうに思います。また後で意見を言いたい

と思います。 

○委員長（西濵和博君） 質疑、ほかにござい

ませんか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようでしたら、

以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。意見

ありませんか。 

○委員（亀田英雄君） さっきの話の続きにな

っとですが、ハードでこれだけ、２０億使って

も１割に届かんというような状況はですね、教

育の充実という面からはちょっと遠いような気

がいたします。ソフト面もですね、しっかり合

わせながらうれしい誤算という話もよかっです

けど、そこまでに行くまでにもうちょっと金を

かけたりするやり方もあったろうと思うとです

よ。金をかければよかって話じゃなくてもとい

う話もあっとでしょうけどですね、やっぱり金

をかければそれだけ充実したもんが得られるん

じゃないかということも思いますので、教育部

長を先頭にですね、しっかり、この辺はいつも

言うことですけんが、取り組んでいただけたら

なということで思っております。よろしくお願

いいたします。 

 以上です。 

○委員長（西濵和博君） ほかに意見ございま

せんか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようですので、

以上で、第９款・教育費及び第１０款・災害復

旧費中、教育部関係分についてを終了いたしま

す。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午前１０時５３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時５７分 本会） 
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○委員長（西濵和博君） 本会に戻します。 

 次に、第３款・民生費及び第４款・衛生費

中、健康福祉部関係分について、まず第３款・

民生費について健康福祉部から説明願います。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（小林眞二君） 

 おはようございます。（｢おはようございま

す」と呼ぶ者あり）お世話になります。 

 令和元年度一般会計歳入歳出決算の認定をお

願いするに当たりまして、健康福祉部が所管い

たします第３款・民生費、第４款・衛生費につ

きまして、部長としての総括を述べさせていた

だきます。失礼して着座させていただきます。 

○委員長（西濵和博君） どうぞ。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（小林眞二君） 

 それでは、事業分野ごとに総括を申し上げま

す。 

 まず、児童福祉についてですが、本市におけ

る令和元年度の出生数は７８４人で、年々減少

しておりますが、保育所の利用児童数は、ほぼ

横ばいとなっており、共働き家庭の増加や核家

族化の進展により、保育や子育て支援の必要性

は依然として高い状況であり、このため、子育

てと就労の両立に向けた支援に取り組んでいる

ところでございます。 

 保育園関係では、少子化対策の一環として子

育て世帯の経済的負担の軽減を目的に、昨年１

０月より保育の無償化が実施され、併せて本市

独自の副食費の減免を行っております。 

 私立保育所施設整備事業では、安全で快適な

保育サービスを提供するため、老朽化が進んで

いました１園の改築に対し助成を行っておりま

して、今後も計画的に実施していく方針として

おります。 

 また、放課後児童クラブの年度当初の待機児

童数は、昨年度４４人でしたが、今年度は６２

人と増加をしており、利用ニーズに応じた受入

れ体制の整備が必要となっております。 

 今後も本市の子供たちが健やかに成長できる

よう、子育て環境の整備に努めてまいります。 

 次に、高齢者福祉についてですが、平成３０

年度から３年を計画期間とする八代市高齢者福

祉計画・第７期介護保険事業計画に基づき、総

合的に高齢者福祉施策を推進しております。 

 令和元年度末の本市の高齢化率は、３３.

９％と前年度から０.６ポイント上昇し高齢者

人口も増加するなど、高齢者を地域や社会で支

える仕組みづくりが喫緊の課題となっておりま

す。 

 元気な高齢者の方に対しては、生きがいを持

って活躍していただけるよう、シルバー人材セ

ンターの事業運営支援や老人クラブの活動支援

などを行っております。また、見守りが必要な

方へは、様々な関係機関が連携しながら、地域

における助け合いを推進しております。 

 今後も高齢者のニーズに応じた多様な支援を

行ってまいりたいと考えております。 

 次に、障害者福祉についてですが、現在、平

成３０年度から令和２年度までの３年間を計画

期間とする第５期八代市障がい福祉計画及び第

１期八代市障がい児福祉計画に基づき、取組を

進めております。 

 障害者の福祉サービス利用者は、全体的には

横ばい傾向にありますが、障害や障害の疑いの

ある児童に療育を提供する障がい児通所支援事

業においては、サービス支給決定者数が前年度

比５.７％増加し、事業所の増加と併せて、

年々事業費も伸びてきております。 

 今後も障害について市民の理解を深め、日常

的に見守りを行う人材を育成するため、八代市

障がい者サポーター制度の推進や、差別や虐待

の防止など権利擁護の取組を行うとともに、利

用者のニーズに応じた障害福祉サービスの提供

に努めてまいります。 

 次に、生活保護についてですが、生活保護の

申請件数は、近年は２５０件前後と、ほぼ横ば

いの状態が続いており、令和元年度末の保護世
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帯数は１４４６世帯で、前年と比べまして６世

帯の増加と、ここ数年は微増の状況にありま

す。 

 世帯別には、母子世帯などが減少傾向にある

中、高齢者世帯は全体の６５.４％を占め、前

年度よりも増加しておりまして、高齢者の増加

に伴いこの傾向は今後も続くものと思われま

す。 

 また、最低限度の生活を維持できなくなるお

それのある方に対しては、生活困窮者自立支援

事業により情報提供や助言、自立に向けた支援

計画の作成などを実施しており、令和元年度の

相談件数は２４４件で、一般就労につながった

人が３７人、生活保護につながった人が２１人

でした。今後も、生活保護による支援と自立促

進による支援との両面から、本人の状態に応じ

た支援を行ってまいります。 

 最後に、保健・衛生部門についてですが、こ

ども医療費助成事業や、母子保健、歯科保健、

各種予防接種、特定健診及び特定保健指導、が

ん検診など、様々な保健事業を通じて子供から

高齢者まであらゆる世代の健康の保持増進に取

り組んでおります。 

 こども医療費助成事業では、昨年１０月診療

分から対象年齢を１８歳まで拡大し、広く子供

の健康保持と健全育成を図るとともに、保護者

の経済的負担の軽減につなげております。 

 母子保健では、妊産婦や乳幼児の健康支援な

どを行っており、産後初期段階における母子に

対する支援を強化するため、新たに産後ケア事

業を開始し、産後うつの予防など、産後も安心

して子育てできる環境づくりに取り組んでおり

ます。 

 また、市民の健康づくりへの積極的な取組を

支援するための健康づくり応援ポイント事業で

は、新たに地域団体や企業等にも事業への参加

を呼びかけたこともあり、必要ポイントに到達

し抽せんに応募された方は、前年の３９１人か

ら７２２人へと増加をいたしました。参加者を

さらに増やし、健康づくりの意欲向上を図るた

め、今後も魅力的な商品や、参加しやすい仕組

みづくりが必要と考えております。 

 また、本市の死亡原因は、がんによるものが

１位となっておりますが、各種がん検診の受診

率は、一部を除き大半が低下しております。

様々な場面を捉えて、検診の必要性についてＰ

Ｒするなど、さらに周知啓発を強化していきた

いと考えております。 

 健康福祉部で所管をしております事業費の総

額は、一般会計全体の約４割を占め、高齢化が

進むにつれて今後さらに増加していくものと思

われます。厳しい財政状況の中、効率的な事業

運営に努めるとともに、市民の皆様に対して適

切な福祉サービスの提供と、きめ細かな対応に

心がけて取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

 以上、令和元年度一般会計決算の民生費、衛

生費につきましての、健康福祉部長としての総

括といたします。 

 それでは、議案第９８号・令和元年度八代市

一般会計歳入歳出決算、第３款・民生費を白川

健康福祉部次長が、また、第４款・衛生費のう

ち、健康福祉部所管分については、永田健康福

祉部次長が説明いたしますので、御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（白川健次

君） 皆様、改めましておはようございます。

（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）健康

福祉部白川でございます。本日はよろしくお願

いいたします。それでは、座って説明させてい

ただきます。 

○委員長（西濵和博君） どうぞ。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（白川健次

君） 令和元年度一般会計歳入歳出決算のう

ち、歳出における民生費につきまして、令和元

年度における主要な施策の成果に関する調書の
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その１及び令和元年度八代市一般会計歳入歳出

決算書を用いまして説明をいたします。 

 それでは、調書の１１ページをお願いいたし

ます。 

 上の表で款３・民生費の行を御覧いただきた

いと思います。その真ん中辺りになります。支

出済額は、２３３億６３４５万７０００円で、

その２つ右の執行率は９８.２％、その右の全

体の中での構成比は３７.４％でございます。

前年度と比較しますと、一番右のほうになりま

すが、３億８０５１万８０００円、１.７％の

増加となっております。 

 それでは、民生費における主な事業の決算状

況につきまして、同じく調書を用いて説明をい

たします。 

 まず、民生費の中の社会福祉費関係の事業で

ございます。 

 調書の４０ページをお願いいたします。 

 上の表、生活困窮者自立支援事業でございま

す。この事業は、生活困窮者自立支援法に基づ

き、平成２７年度から実施しているものでござ

いまして、事業の実施に当たっては、直営のほ

か、八代市社会福祉協議会等に委託して実施を

しております。経済的に困窮し、最低限度の生

活を維持することができなくなるおそれのある

方の相談に応じ、状況に応じた支援を関係機関

と連携して行っておりまして、生活保護に至る

前の救済という意味で第二のセーフティーネッ

トとなっております。 

 決算額は３２６９万４０００円でございまし

て、その内訳は、相談を受け、ニーズに応じた

支援プランを作成し、関係機関との連絡調整を

行う生活困窮者自立相談支援事業が１７３１万

９０００円。離職のため住居を失った、または

失うおそれが高い生活困窮者が安定して就職活

動ができるように、期限付で家賃相当額を支給

する生活困窮者住居確保給付金が３９万５００

０円で、この２つの事業は必須事業となりま

す。そのほかの任意事業といたしまして、生活

困窮者就労準備支援事業３６１万５０００円、

家計改善支援事業４３１万６０００円、子ども

の学習・生活支援事業４３１万円などがござい

ます。特定財源といたしまして、事業費の４分

の３などの国庫支出金があります。 

 今後の方向性としましては、現行どおり市に

より実施していくこととしております。法の施

行以来、相談件数は増加傾向にあり、今後も事

業の周知を図り、法の目的に沿うよう事業を実

施してまいります。 

 次に、下の表、被災者生活再建支援事業（地

震災害関連）でございます。 

 この事業は、熊本地震により被災した世帯の

見守りや相談支援等を行う地域支え合いセンタ

ーを設置し、被災者の早期の生活再建と自立を

図るものでございます。 

 決算額は６３１万４０００円で、全額が八代

市社会福祉協議会への委託料でございます。特

定財源といたしまして、１０分の１０の県支出

金がございます。 

 今後の方向性としましては、支援対象世帯数

は減少しており、今後は既存の福祉施策で対応

が可能であることから、終了するとしておりま

す。 

 次に、４１ページの下の表をお願いいたしま

す。 

 小規模法人のネットワーク化による協働推進

等事業でございます。 

 この事業は、複数の小規模法人等が参画する

プラットフォームを設置し、地域課題に関する

討議や取組の企画、実施、検証等を行う活動に

対し補助するものです。令和元年度は、八代市

社会福祉協議会が、市内の保育所を運営する社

会福祉法人に呼びかけ、資源回収活動や保育フ

ェアの開催等を行っておられます。 

 決算額は４００万円で、全額が市社会福祉協

議会への補助金でございます。なお、特定財源
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としまして１０分の１０の国庫支出金がござい

ます。 

 今後の方向性としましては、小規模法人の事

業活動への支援を実施し、地域福祉の向上につ

なげるため、現行どおり市により実施していく

こととしております。 

 次に、４３ページの上の表、老人福祉施設入

所措置事業でございます。 

 ６５歳以上の高齢者で、環境や経済的な理由

により居宅で養護を受けることができず、入所

判定委員会で入所決定された者について、養護

老人ホームへの入所措置を行うものでございま

す。 

 決算額は２億１９０２万円で、入所措置委託

料が主なものでございます。特定財源といたし

まして、施設入所者の負担金３１７１万６００

０円があります。不用額の１０７６万円は、入

所者が見込みよりも下回ったことによるもので

ございます。 

 今後の方向性といたしましては、現行どおり

市により実施していくこととしておりますが、

市外の施設への入所も積極的に進め待機者の減

少に努めるとともに、長期間の待機者について

は、関係機関と協力しながら支援を継続してま

いります。 

 次に、下の表、社会福祉団体育成事業でござ

います。 

 この事業は、八代市社会福祉協議会に勤務

し、地域福祉事業に従事する事務局の正職員１

７名の人件費を補助するものでございます。市

社会福祉協議会は、本市における地域福祉推進

の中核を担う組織でございまして、ボランティ

アの育成、子供や高齢者等の見守り活動などに

取り組んでおられますが、地域のニーズは高い

けれども採算性は低い事業が多く、寄附収益も

減少しているなど、自主財源の確保が難しいこ

となどから、市民への福祉が継続できるように

財務状況の安定を図る必要があります。 

 決算額は１億１５０３万３０００円で、特定

財源はありません。 

 今後の方向性としましては、現行どおり市に

より実施していくこととしておりますが、地域

福祉事業への取組強化や自主財源の確保を求め

ながら、市による支援を実施していくこととし

ております。 

 次に、４５ページの下の表、重度心身障がい

者医療費助成事業でございます。 

 この事業は、身体障害者手帳の１級・２級や

療育手帳のＡ１・Ａ２、精神障害者保健福祉手

帳の１級を所持されているなど、重度の心身障

害者や障害児に対して医療費の一部を助成する

ものでございます。入院では月額２０４０円、

入院外では月額１０２０円の本人負担額を控除

した額を助成いたします。 

 決算額は２億４１７４万８０００円で、医療

費助成金が主なものでございます。特定財源と

いたしまして、２分の１の県支出金がありま

す。 

 今後の方向性としましては、障害者の経済的

な負担軽減と必要な医療の提供による重症化予

防につなげるため、現行どおり市により実施し

ていくこととしております。 

 次に、少し飛びまして４７ページの下の表、

地域生活支援事業でございます。 

 この事業では、障害者の地域生活を支援する

様々な取組を行っておりまして、障害児の保護

者等からの相談への対応や、手話奉仕員の養

成、派遣、障害者等の創作的活動の機会の提供

などを行う必須事業と、地域性を考慮しながら

障害者等が自立した日常生活や社会生活を営む

ために必要な事業を行う任意事業がございま

す。 

 決算額は１億２２５１万２０００円で、必須

事業の主なものでは、２か所の相談支援事業所

への委託料１７３０万５０００円、日常生活用

具給付等事業２８５１万７０００円、４か所の
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地域活動支援センターへの事業委託料３０４８

万円などが、また、任意事業の主なものでは、

日中一時支援事業２９４７万円などがございま

す。特定財源といたしまして、一部の事業費に

対して２分の１の国庫支出金、４分の１の県支

出金などがあります。不用額の１３５９万４０

００円の主なものは、日中一時支援事業におい

て利用者が見込みよりも少なかったことによる

ものでございます。 

 今後の方向性としましては、現行どおり市に

より実施していくこととしておりますが、障害

者等の利用者ニーズを把握するとともに、社会

情勢等を踏まえて事業内容の見直しなどを行

い、さらなる支援の充実に取り組んでまいりま

す。 

 次に、４８ページの上の表、障害福祉サービ

ス給付事業でございます。 

 この事業では、日常生活に必要な支援が受け

られる介護給付と、自立した生活に必要な知識

や技術を身につける訓練等給付などを行ってお

ります。 

 決算額は２６億８０６５万３０００円でござ

いまして、介護給付の主なものでは、病院にお

いて機能訓練や療養上の管理・看護などが受け

られる療養介護が１億８４３４万６０００円、

また、昼間、施設において入浴や排せつ、食事

の介護などが受けられる生活介護が９億７６３

万８０００円、そのほかに施設入所支援３億１

７０９万８０００円などがございます。また、

訓練等給付費の中では、就労継続支援Ａ型が３

億９９０４万４０００円、これは一般事業所で

の就労は難しいけれども雇用契約を結んで働け

る方に就労の場が提供されるものでございま

す。また、就労継続支援Ｂ型が３億７４２５万

３０００円、これは雇用契約は結ばず、可能な

範囲で就労できる機会が提供されるものでござ

います。そのほかに、グループホームでの生活

支援を受ける共同生活援助２億６７３５万９０

００円が主なものでございます。 

 特定財源としまして２分の１の国庫支出金、

４分の１の県支出金があります。 

 今後の方向性としましては、現行どおり市に

より実施していくこととしておりますが、障害

者等の意思決定を尊重する中で自立支援や社会

参加につながるよう、支援に取り組んでまいり

ます。 

 次に、４９ページの上の表、障がい児通所支

援事業でございます。 

 この事業は、支援を必要とする障害児等が将

来自立した生活が送れるように、日常生活にお

ける基本的な動作の指導や集団生活への適応訓

練などを事業所で受けることができるものでご

ざいます。 

 決算額は４億６８６２万円で、就学前の障害

児を対象にした児童発達支援１億３８８６万６

０００円、就学している障害児を対象にした放

課後等デイサービス３億１２１万４０００円が

主なもので、そのほかに障がい児相談支援給付

２５８６万２０００円などがあります。特定財

源としまして、２分の１の国庫支出金、４分の

１の県支出金があります。 

 今後の方向性としましては、サービス利用支

給決定児童数は年々増加しており、療育の環境

が整ってきていると考えることから、障害の特

性に合った療育を提供するとともに、保護者等

に対しても支援や助言に取り組みながら、現行

どおり市により実施していくこととしておりま

す。 

 以上が、民生費の中の社会福祉費関係となり

ます。 

 次に、民生費の中の児童福祉費関係の主な事

業でございます。 

 少し飛びますが、５２ページ、下の表をお願

いいたします。放課後児童健全育成事業でござ

います。 

 仕事等のため昼間、保護者のいない家庭の小
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学校児童を対象に、放課後等の子供の安全・安

心を確保し、児童の健全育成と保護者の仕事と

子育ての両立を図るものでございまして、放課

後児童クラブ２９か所に対し事業を委託してお

ります。 

 決算額は２億２６９万４０００円で、特定財

源といたしまして３分の１の国庫支出金と、同

じく３分の１の県支出金などがあります。不用

額の３５６３万２０００円は、各種委託事業に

おける実施クラブ数や委託額が見込みよりも少

なかったことによるものでございます。 

 今後の方向性としましては、希望しても利用

できなかった待機児童がいることから、放課後

児童クラブが未設置の小学校区への新設や、利

用ニーズが高い小学校区への増設など、計画的

に整備を進めるよう、規模拡充を図りながら、

市により実施していくこととしております。 

 次に、５３ページの上の表、病児・病後児保

育事業でございます。 

 この事業は、病中または病気の回復期にある

児童を施設で預かることにより、保護者の子育

てと就労の両立と、児童の健全な育成を支援す

るものでございます。昨年度からは、八代乳児

院と八代ひかり福祉会が運営する施設に加え、

八代地域北部医療センターが運営する施設を、

定住自立圏共生ビジョンに基づき、本市と氷川

町とで共同利用しており、延べ８０３人の利用

がありました。 

 決算額は２１９９万９０００円で、委託料が

主なものでございます。特定財源といたしまし

て３分の１の国庫支出金と、同じく３分の１の

県支出金があります。 

 今後の方向性といたしましては、疾病の流行

等の影響はあるものの、病児等の保育支援は、

市民のニーズも安定していることから、現行ど

おり市により実施していくこととしておりま

す。 

 次に、５４ページの下の表、児童手当事業で

ございます。 

 中学校卒業までの児童を養育している方に対

し、月額、３歳未満の児童は１万５０００円、

３歳から中学生までの児童は１万円、３歳から

小学生までの第３子以降の児童は１万５０００

円の手当を支給するものでございます。なお、

養育者の所得が所得制限限度額以上の場合は、

特例給付として月額５０００円が支給されま

す。 

 決算額は１９億３６５８万８０００円で、手

当支給金が主なものでございます。特定財源と

しましては、児童の年齢等により交付割合が異

なりますが、国庫支出金と県支出金がありま

す。 

 今後の方向性としましては、児童手当法に基

づく子育て世帯の生活の安定と児童の健やかな

成長を支援するための事業であり、適正な執行

に努めながら、現行どおり市により実施してい

くこととしております。 

 次に、５５ページの下の表、公立保育所運営

事業でございます。 

 公立保育園１１園において、児童の保育を実

施するために保育園の管理運営を行っておりま

す。 

 決算額は２億９３６５万６０００円で、主な

ものといたしましては、臨時保育士の賃金１億

３８３１万円、修繕料３４７４万５０００円、

給食の賄い材料代４９２７万２０００円、７つ

の保育園の給食業務委託２９４０万２０００円

などがあります。特定財源としまして、多子世

帯子育て支援事業費補助金などの県支出金、現

年度分の保育料などがあります。不用額の３８

８６万５０００円は、臨時保育士等の雇用がな

かなか難しく、採用ができなかったことによる

賃金・社会保険料の残額や、入園児数が当初の

見込みよりも少なかったことによる賄い材料代

の残額などによるものでございます。 

 今後の方向性としましては、公立保育所は、
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児童の保育や子育て支援という役割だけでな

く、市全体の保育の質の向上やセーフティーネ

ットとしての役割も果たしていることから、現

行どおり市により実施してまいりますが、併せ

て八代市公立保育所のあり方に基づき、民営化

等の推進に取り組むこととしております。 

 次に、少し飛びますが、５７ページの下の表

になります。私立保育所保育事業でございま

す。 

 保育が必要な児童の保育を私立の保育所に委

託するものでございまして、入所の審査・決定

等は市で行います。 

 決算額は４４億１６０２万円で、市内の私立

保育所４３園や、氷川町など管外の私立保育所

１５園への保育委託に係る給付費４４億５５万

２０００円が主なものでございます。特定財源

といたしまして２分の１の国庫支出金、４分の

１などの県支出金と保育料があります。 

 今後の方向性としましては、保育を必要とす

る多くの児童の利用があり、保護者の子育てと

就労の両立支援のため必要な事業であることか

ら、法や国の基準に基づき、現行どおり市によ

り実施していくこととしております。 

 次に、少し飛びますが、５９ページの上の

表、幼児教育・保育無償化事業でございます。 

 これは、令和元年１０月からの幼児教育・保

育の無償化により、３歳から５歳までの子供と

非課税世帯の３歳未満の子供の保育料を無料に

するもので、併せて無償化に伴い保護者の負担

が増えることのないよう、国の副食費の免除対

象者に加えて、本市独自の施策として無償化前

も保育料を無料としていた第３子以降の子供の

副食費を免除するものでございます。 

 決算額は２６０５万９０００円で、私学助成

幼稚園や認可外保育施設等への施設等利用給付

費と副食費補助金が主なものでございます。特

定財源としまして２分の１の国庫支出金と４分

の１などの県支出金、ふるさと八代元気づくり

応援基金繰入金があります。 

 今後の方向性としましては、保護者の経済的

負担軽減を図るため、今後も制度の周知を行う

とともに対象施設との連携に努めながら、現行

どおり市により実施していくこととしておりま

す。 

 次に、下の表、保育所等新型コロナウイルス

感染症対策事業でございます。 

 これは、新型コロナウイルス感染症対策とし

て公立保育所に消毒液やオゾン発生器等を購入

するとともに、私立保育所等が消毒液等の感染

症対策用品を購入する費用に対して補助するも

のでございます。 

 決算額は１３４８万１０００円で、私立保育

所等への補助金が主なものでございます。特定

財源といたしまして、全額が国庫支出金と県支

出金でございます。 

 今後の方向性としましては、保育所等におけ

る感染症対策の充実が図られていることから、

今後も保育所等をさらに支援するため、現行ど

おり市により実施していくこととしておりま

す。 

 以上が、民生費の中の児童福祉費関係となり

ます。 

 次に、民生費の中の生活保護費関係の事業で

ございますが、６０ページの上の表をお願いい

たします。 

 生活保護費給付事業でございます。 

 生活困窮者に対し生活保護費を給付し、最低

限度の生活を保障するとともに、就労支援など

の自立助長に向けた援助を行っております。 

 決算額は２９億４００７万１０００円で、衣

食その他日常生活費の給付を行う生活扶助が６

億７８９６万８０００円、家賃等の給付を行う

住宅扶助が３億４３０２万円、教育費を給付す

る教育扶助５５５万２０００円、介護費を給付

する介護扶助９１９０万円、病気やけがの治療

費を給付する医療扶助１６億９６５４万円、高
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校の修学に必要な費用などを給付する生業扶助

２５７万７０００円などがあります。特定財源

といたしまして４分の３の国庫支出金などがあ

ります。不用額の５３０６万５０００円は、主

に被保護者の１人当たりの生活扶助や医療扶助

が見込みを下回ったことによるものでございま

す。 

 今後の方向性としましては、今後も被保護者

世帯は横ばいもしくは微増の状態であると考え

られることから、生活保護法の基準に基づき、

現行どおり市により実施していくこととしてお

ります。 

 次に、民生費の中の災害救助費関係の事業と

なります。 

 その下の表、災害救助事業は、東日本大震災

及び熊本地震において、被害の大きかった自治

体へ応急・復旧の応援に必要な職員の派遣を行

うものでございます。 

 決算額は２３万９０００円で、宮城県石巻市

や益城町へ派遣した職員の帰任旅費が主なもの

でございます。 

 今後の方向性としましては、令和２年７月豪

雨に係る本市における復旧・復興を推進するた

め、職員派遣については当分の間見合わせるこ

ととしております。 

 以上が民生費における主な事業の決算状況で

ございます。 

 続きまして、主な不用額及び流用額につきま

して、今の主な事業の決算で触れてないものに

つきまして説明をさせていただきます。 

 決算書のほうをお願いいたします。 

 決算書の１０７ページをお願いいたします。 

 項１・社会福祉費、目１・社会福祉総務費の

不用額の欄の一番下の行になります。節２８・

繰出金で１億５９７０万７０００円の不用額と

なっております。これは、特別会計への繰出金

の残額でございまして、介護保険特別会計への

繰出金の残額８４９２万２０００円、国民健康

保険特別会計への繰出金の残額５５６６万５０

００円、後期高齢者医療特別会計への繰出金の

残額１９１１万９０００円の合計となります。

これは、主に介護保険における保険給付費と、

国民健康保険における出産育児繰出金が見込み

を下回ったものによるものでございます。 

 決算書の１１５ページをお願いします。 

 項２・児童福祉費、目１・児童福祉総務費の

備考欄の上から３行目になりますが、節１３・

委託料より節２０・扶助費へ２３３万５０００

円を流用しております。これは、独り親家庭等

の経済的負担を軽減するとともに、保護者の健

康の保持と児童の健やかな育成を支援するた

め、医療費の一部を助成するひとり親家庭等医

療費助成事業において、助成件数の増加により

助成金が当初の見込みを上回ったことから、放

課後児童健全育成事業より流用を行ったもので

ございます。 

 以上で、民生費の決算についての説明とさせ

ていただきます。御審議のほど、どうぞよろし

くお願いいたします。 

○委員長（西濵和博君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（亀田英雄君） 成果報告の４３ペー

ジ、老人福祉施設入所措置事業なんですけど、

人数が少なかったということで不用額が出まし

たよということなんだったんですが、長期の待

機者への解消も目指したいと。待機者がおるわ

けですたいね。その辺のちょっと説明と合わん

とじゃなかかなということをちょっと思いまし

たので、ちょっと説明を加えてください。 

 あと、４７ページ、これも不用額についてな

んですが、４７ページの地域生活支援事業か。

ニーズの把握をしていくということなんです

が、やっぱり不用額。何人分なのかなと。ちょ

っと不用額の話なんですが、その辺をちょっと

説明を加えていただければと思います。 
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 まず、２点です。 

○長寿支援課長（山内真奈美君） おはようご

ざいます。長寿支援課の山内です。よろしくお

願いいたします。 

 先ほどおっしゃいました老人福祉施設の措置

事業なんですけれども、当初予算のときは八代

市に入所いただく方を９７名、それと市外分の

入所いただく方ということで３名ということで

予算措置をしておりましたけれども、最終的に

市内９３名、市外３名という形になりました。

八代市の入所の場合は２か所ございまして、こ

れが入所定員合わせまして１００名となってお

ります。市外の方も昔から入ってらっしゃる方

がいらっしゃいますので、入替え等があった場

合はですね、市民の方が入っていただくという

ことになりますけれども、もともと９７名予定

しておりましたが、それが結果として９３名の

入所にとどまったということとなります。 

 以上です。 

○障がい者支援課長（髙﨑博文君） 障がい者

支援課の髙﨑でございます。よろしくお願いし

ます。 

 委員の御質問の資料４７ページ、地域生活支

援事業の不用額について申し上げます。 

 先ほど次長からの説明でございましたよう

に、この不用額の主なものは日中一時支援の関

係でございます。当初ですね、３１年度見込み

としましては、主なもので言いますと、障害児

タイムケアのほうで１万１７００件を見込んで

おりましたが、実績としては９８４９件となり

ました。この利用回数が減ったというのは、新

型コロナウイルスの関係で、少し似たような事

業で放課後等デイサービスという事業がござい

ます。そちらのほうが、通常、日数の決定が例

えば週１回とか決まったような決定をしており

ますけれども、その決定日数が新型コロナウイ

ルスの関係で子供の居場所を確保するというこ

とで緩和をされました。それで、枠以上に利用

ができるというふうになりましたので、そちら

のほうに多数が流れていったということで、見

込みよりも減少したということが主な理由でご

ざいます。 

 以上です。 

○委員（亀田英雄君） はい、分かりました。 

 続けて、あと、５２ページと５５ページなん

ですけど、５２ページ、これも不用額なんです

が３５００万ということであったですよね。多

い不用額だなと。委託額が少なかったというこ

とで説明があって、不用額がこれだけ出たとか

ということについてちょっと疑問に思ったとこ

ろでした。委託額が少なかったという説明があ

ったと思うとっとですけど、その中で不用額が

これだけ出とっとということです。 

 あと、５５ページ。５５ページはですね、公

立保育所の運営事業なんですけど、これには今

後の方向性についてですたい、民間に委託する

というような方向性を立ち上げとりながら、市

による実施、現行どおりというところについと

る。民間委託のほうに進めるということではな

いのかと。この今後の方向性と考え方ですたい

ね。現行どおりのところでいいのかということ

をちょっと疑問に思いましたので、その辺の考

え方についてちょっとお知らせいただきたいな

というふうに思います。 

 ５２ページと５５ページです。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（白川健次

君） それでは、まずは５２ページの放課後児

童健全育成事業の不用額の部分でございます。 

 私の説明の中で各種委託事業における実施ク

ラブ数や委託額が見込みよりも少なかったとい

うことで説明させていただきました。 

 放課後児童クラブの運営自体は２９クラブ全

部の児童クラブのほうにしているんですが、そ

れに加えて、例えば送迎支援事業ですとか、障

がい児受入れ強化推進事業、その中でまたさら

に加えていろんなメニューがございます。そう
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いったメニューについて、実際実施をされたク

ラブが見込みよりも少なかったということによ

りまして、委託額が全体で見ると不用額が発生

したというようなことです。（委員亀田英雄君

「逆か。ごめん、ごめん」と呼ぶ）それと、も

う一つの公立保育所の運営事業でございます

が、委員が申されたとおり、民営化のほうにつ

いてはですね、公立保育所の在り方に基づいて

推進していくということにしておりますけど

も、当然、公立保育所は公立保育所としての役

割というのがあるという部分では現行どおりに

進める。（委員亀田英雄君「ということです

ね」と呼ぶ）ただし、併せて民営化も進めてい

きますというようなところで、現行どおり実施

するというような評価をさせていただいており

ます。 

○委員（亀田英雄君） 保育所の考え方につい

ては何となくこう、何かもやもやするごたるよ

うな気持ちがありますばってんが、次長の話を

聞いて納得したところでございます。 

 一応納得したところですということで、あ

と、６０ページですね。生活保護費、見込みよ

りこれも少なかったということなんですが、こ

れも多くの不用額がある。で、生活保護費につ

いては、いろんな評価もありますよね。その辺

はちょっと抜きにして、何人見込みより少なく

てこれだけの不用額が出るのかということと、

あと、民生費がこれだけ多くなってきとるじゃ

なか、三十何％だったか、約４割近い数字にな

っていきよる。その中に、国・県の費用がほぼ

と思うとったんだけど、一般財源も多く投入さ

れましたよね。一般財源はこのうちのどのくら

いになって幾らになっとかて。一般財源の金

額。投入する一般財源の金額について、今分か

れば教えてください。分からんば後でよかです

けど。２点です。 

○理事兼生活援護課長（鶴田洋明君） 生活援

護課の鶴田です。よろしくお願いいたします。 

 生活保護費の不用額が約５３００万というこ

とで、この要因について御説明いたします。 

 先ほど次長が説明で、主な要因は生活保護費

の中に８種類、種類がございまして、そのうち

のいわゆる日常生活に必要とされる生活扶助

費、それから、医療費、いわゆる医療扶助費が

主な要因ということでございますが、医療扶助

費のほうが金額が多うございまして、これにつ

きましては、ちょっと経緯を申しますと、昨年

の４月から１２月までですね、審査支払い機関

から医療費の請求が月平均１億３９００万ほど

で推移しておりましたけども、１月ですね、い

わゆる今年の１月の請求額が２億円近い金額で

請求されましたので、このまま２月、３月も同

じ金額、同様なレベルでですね、請求されます

と、当然当初予算では支払いに不足が生じると

いうことから、３月の補正予算をお願いしたと

ころでございます。このとき、補正で５６００

万を追加ということでお願いしたんですけど

も、ただ、結果的にはですね、２月、３月の請

求額の平均が例年どおりで推移しましたので、

大変申し訳なかったんですけど、補正をお願い

した額がそのまま不用額として残ってしまった

ということでございます。ただ、これにつきま

してはですね、多額の不用額をですね、補正を

お願いして発生させてしまったということは反

省をしておりまして、今後、より一層予算編成

におきましてはですね、扶助費の見込みの精査

をですね、より精度を高めていきたいと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（小林眞二君） 

 ２つ目の御質問ですけども、民生費でどれだ

けの一般財源があるのかということですが、す

みません、ここにある決算資料の中ではちょっ

と把握ができておりませんので、後ほどお調べ

してから報告させていただくということでよろ

しゅうございますか。 
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○委員（亀田英雄君） はい、分かりました。

以上です。 

○委員長（西濵和博君） 個別にということで

お願いします。 

 ほかに質疑ございませんか。 

○監査委員（江﨑眞通君） 江﨑でございま

す。 

 民生費の一般財源につきましては、決算統計

上ですけれども、１１０億円程度の一般財源が

流入してるということでございます。 

○委員（亀田英雄君） すみません、監査委員

に初めて答弁してもらいました。 

 １１０億円の、増加する扶助費なんですが、

民生費なんですが、これはその増加分によって

ずっと一般財源の投入額も増えていくというこ

とで理解してようございますか。その割合とか

決まっとっとですかね。申し訳ない。 

○委員長（西濵和博君） すみません、その件

については執行部の小林健康福祉部長にお願い

します。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（小林眞二君） 

 国、県等からの交付金負担金は、それぞれの

事業でですね、負担割合が違いますので一概に

何割が来るとかそういったことはちょっと申し

上げにくいというところでございますので、た

だ、おっしゃるとおり、高齢化が進むにつれて

民生費というのはですね、これから増加する傾

向にあるというふうに思いますので、それに伴

って一般財源の持ち出しも徐々に増えていくも

のだというふうに考えております。 

○委員（亀田英雄君） 分かりました。 

○委員長（西濵和博君） ほかに質疑ありませ

んか。 

○委員（前川祥子君） 児童虐待防止事業なん

ですが、年々増えているんですよね。７４件、

９０件、１３７件。これに対してはどのような

ことを考えてらっしゃいますか。 

○理事兼こども未来課長（田中かおり君） お

はようございます。こども未来課、田中です。

よろしくお願いいたします。 

 虐待件数、増えておりますけれども、その対

応につきましては、八代市要保護児童対策地域

協議会という組織がございます。その中で要保

護児童、要支援児童に対してですね、速やかな

支援を行うよう、各関係機関の連携を図り対応

をしております。例えば虐待と思われる家庭に

ついてはですね、ケース検討会議等も年間に数

回開かれておりまして、その中で各医療機関、

それから、児童相談所とか、学校教育課とか、

そういったところと連携をしながら支援を進め

ております。 

 以上です。 

○委員（前川祥子君） 子育て相談事業という

のがもう一つありますね。これが、また過去３

年が、非常にこれは多いです。８４０件、８４

４件、７９４件。こんな数字の中で児童虐待が

前年度が１３７人。ちょっと割合的にですね、

件数の割には児童虐待の、件数と児童虐待が比

例というか、同じような状況であるとは思いま

せんが、相談の割にはですね、虐待が見えてる

部分がちょっと少ないんじゃないかなと思うん

ですね。そういった意味では、この件数に関し

てもう少し深く読みを持っていかなければいけ

ないんじゃないかなというふうには思うんです

が、それももう一つがですね、地域子育て支援

センター事業は３６２０５人とか、３６０００

台の数が推移してるんですよね。何を言いたい

かというと、こういった子育て中のお母さん方

が多くいられる場所をもっと活用して、実態を

もう少し把握しないといけないんじゃないかな

というふうに思うんですよね。それと、もう少

し虐待をどんなふうに少なくしていくかという

ことに関しても、同じようなこの年代のお母さ

ん方、お父さん方に対して、こういった場をも

っと利用して周知するということの利用してい

くことがあるんじゃないかなと思うんですよ。
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私が考えたところでは、ちょっと虐待が見えて

いない部分があるんじゃないかなという不安で

す。それに対して虐待防止事業をいろんな関連

機関と連携し合ってというふうに、今、課長が

おっしゃいましたけども、もう少しですね、ホ

ームページや広報紙を活用しというふうなこと

もありますが、こういった周知はもちろんです

が、もっと深く親御さんたちに伝わるような、

実際にはどうしたらいいかということをはっき

り考えていただけるような、そういうことも考

えていかなければならないんじゃないかなと思

うんですよね。 

 少し漠然的な話になりましたが、その点に関

してどんなふうにお考えですか。児童虐待をも

っと現実を知って、もっと少なくしていかなけ

ればならないんじゃないかなというところに関

してはどういうふうに考えてらっしゃいます

か。 

 ちょっと私の質問が分かりづらいですかね。 

○理事兼こども未来課長（田中かおり君） 児

童虐待のケースの把握ということでございます

けども、まずはですね、ですけれども、各、例

えば子供さんを預かっている保育園、小学校、

そういったところの見守りというのをまずは強

化していかないといけないかなと思っておりま

す。そのほかですね、子育て支援の事業とかも

活用されてる方もいらっしゃいますので、そう

いったところでの見守りというのもまずは強化

していかないといけないかなと思います。 

 虐待相談、また、ほかの要支援相談とか、そ

ういった相談の窓口の周知徹底というところ

で、ホームページとか広報紙とかはありますけ

れども、今、やつしろあったかねっとというの

がございます。その中では、子供・子育てに関

する総合的な情報を掲載をしております。その

あったかねっとの活用等もですね、内容の充実

等も図りながら行ってまいりたいと考えており

ます。 

 以上です。 

○委員長（西濵和博君） よろしいですか。 

○委員（前川祥子君） はい、分かりました。 

○委員長（西濵和博君） ほかに質疑はありま

せんか。 

○委員（百田 隆君） ４３ページのですね、

社会福祉協議会関係ですが、一般財源から１億

１５０３万３０００円、１７名の人件費という

ことで出ております。以前は、内部留保とかそ

いうのもあったような気がするんですけれど

も、この財源の確保ということでこれから取り

組んでいかなきゃならないという、自主財源を

確保しなきゃいかんというようなことでありま

すけど、例えば今、具体的には香典とかああい

うのもその１つだろうと思いますけども、それ

もだんだん減少化傾向にあるというふうに思っ

とります。それに代わるような自主財源を確保

するということでありますけれども、具体的に

はどういうふうなことを考えておられるのか、

そのあたりを教えていただければと思います。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） 健

康福祉政策課、野田でございます。よろしくお

願いいたします。 

 社協の自主財源の話なんですけども、確かに

委員おっしゃられるように、香典返しとかは減

少しております。あわせてデイサービスが３０

年度末で廃止されましたのでですね、その減少

もあるんですが、例えば赤い羽根共同募金だと

か、そのあたりでのちょっとまた活用が必要に

なってくるんじゃないかなというふうには考え

ております。 

 以上です。 

○委員長（西濵和博君） 百田委員、よろしか

ったでしょうか。 

 ほかに質疑はありませんか。ございません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようですので、
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以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

○委員（亀田英雄君） 大変な財政運営だとい

うふうに思いますがですね、サービスの質を落

とさないように、ニーズに応えてですね、的確

なサービスを行っていただきたいというふうに

思います。 

 以上です。 

○委員長（西濵和博君） ほかに意見はござい

ませんか。 

○委員（前川祥子君） 子育ての支援に関して

ですが、虐待がやっぱりこう非常に増えている

のが、私としては不安なんですけどね。それと

同時に相談件数は、さっきも言いましたけど８

００台、７００以上とか、そういうふうな形で

すので、これだけの人数の方々がいらっしゃる

ってことをですね、しっかりと心に留めていた

だいて、より不安材料が払拭できるようなこと

は何だろうかと。それぞれ個々に違うかとは思

いますが、そういったこともですね、しっかり

と捉えていただきたいと。今後、特に、この子

たちがまた学校に行って、中学校、高校と通学

する中で、八代市は子ども・子育て支援事業計

画推進事業ということもやってらっしゃいま

す。段階を追って事業を進めてらっしゃる中

で、こういう子供たちの落ちこぼれがないよう

に、特にその対応していただくのは保護者です

から、一番悩みを抱えてる保護者の皆さん方が

どう子育てをしていただくのかということを捉

えてですね、今後も事業を細かく、とにかく細

かくですね、捉えていただいて、それから、職

員の皆さんだけじゃなくて、その地域の皆さん

方を一緒に活動・協力していただけるような体

制づくりも考えてやっていただければというふ

うに思います。 

 以上です。 

○委員長（西濵和博君） ほかに意見、ござい

ませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようですので、

以上で第３款・民生費について終わります。 

 小会します。 

（午後０時０４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時０５分 本会） 

○委員長（西濵和博君） 本会に戻します。 

 午前中の審議は、第３款・民生費までとし

て、休憩いたします。午後は１３時ちょうどか

ら再開いたします。 

（午後０時０５分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時００分 開議） 

○委員長（西濵和博君） 本会に戻します。 

 休憩前に引き続き、文教福祉委員会を再開い

たします。 

 それでは、次に、第４款・衛生費中、健康福

祉部関係分について説明願います。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（永田理子

君） 改めましてこんにちは。（｢こんにち

は」と呼ぶ者あり）健康福祉部の永田でござい

ます。よろしくお願いいたします。着座にて説

明させていただきます。 

○委員長（西濵和博君） どうぞ。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（永田理子

君） それでは、歳出の衛生費のうち、健康福

祉部所管分につきまして、令和元年度における

主要な施策の成果に関する調書その１及び一般

会計歳入歳出決算書を用いまして、説明いたし

ます。 

 調書の６１ページをお願いいたします。 

 款４・衛生費の事業のうち主なものについて

説明いたします。 

 まず、６１ページの上の表、千丁健康温泉セ

ンター管理運営事業ですが、地域住民の健康保

持増進を図るため、温泉施設の運営、施設の維

持管理を実施しています。 
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 決算額は３８６５万３０００円で、温泉管理

業務委託料１３７３万４０００円、温泉受付業

務委託料６３７万円、燃料費９７９万５０００

円が主なものです。なお、特定財源として、温

泉入館料などがあります。 

 不用額１０１万１０００円は、燃料費や光熱

水費の執行残になります。 

 今後の方向性としましては、市による実施・

現行どおりとし、施設環境を適宜整えるととも

に経費削減に努め、事業を継続して実施してい

くこととしております。 

 次に、同ページ下の表の不妊治療助成事業で

すが、市民が安心して子供を生み、育てること

ができる環境づくりを推進するため、不妊治療

を受ける夫婦に対し、不妊治療に係る費用の一

部を助成しています。 

 決算額は２７２万４０００円で、全額不妊治

療に係る助成金です。特定財源として、県支出

金４分の３があります。 

 不用額は２３０万５０００円ですが、これ

は、助成件数が当初見込みより少なかったこと

によるものです。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、関係機関等との連携を図り、

事業を継続して実施していくこととしておりま

す。 

 次に、６２ページの上の表、妊産婦健康支援

事業ですが、安心して出産・育児ができるよう

支援することを目的として、妊娠の届出をした

妊婦に対し、母子健康手帳の交付や保健指導の

実施、また、１４回分の妊婦健康診査の費用を

助成するなど、妊娠期の健康管理などを行って

います。 

 決算額は７４６６万５０００円で、県医師会

への妊婦健診委託料７２３５万円、里帰りなど

で県外の医療機関で妊婦健診を受診された方へ

の妊婦健診助成金８９万９０００円が主なもの

です。特定財源として、県支出金があります。 

 不用額は１５００万４０００円ですが、これ

は、妊婦健診委託料に予算計上していた妊婦加

算が国において凍結され、委託料が減額となっ

たことや、妊婦健診の受診件数が当初見込みよ

り少なかったことによるものです。 

 今後の方向性としましては、市による実施・

現行どおりとし、妊娠早期からの適切な保健指

導、個別の栄養指導や訪問指導等を継続して実

施し、低出生体重児の出生割合の減少を目指す

こととしています。 

 次に、同ページ、下の表の養育医療給付事業

ですが、出生時体重が２０００グラム以下など

の未熟児が指定医療機関において入院治療を受

ける場合に、保険診療による医療費の自己負担

分を助成しています。 

 決算額は２５００万８０００円で、助成金の

給付額２５００万４０００円が主なものです。

なお、特定財源として、国庫支出金２分の１、

県支出金４分の１などがあります。 

 不用額２３６万６０００円は、生活保護世帯

への給付費が、見込みより少なかったことによ

るものです。 

 今後の方向性としましては、市による実施・

現行どおりとし、事業継続により、保護者の経

済的負担を軽減し、子供の健やかな発達を促す

こととしています。 

 次に、６３ページの上の表、乳幼児健康支援

事業ですが、全ての乳幼児が最適な成長発達を

遂げる手助けをすることを目的として、４か月

児、７か月児、１歳６か月児、３歳児の健康診

査や未熟児訪問指導等、生後４か月までの乳児

家庭全戸訪問事業など、健康管理や保健指導を

行っています。 

 決算額は１９２５万１０００円で、市・郡医

師会への乳幼児健診委託料５９２万４０００

円、乳児家庭全戸訪問事業に従事する助産師等

の嘱託職員賃金６４２万３０００円が主なもの

です。なお、特定財源として、国庫支出金３分
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の１、県支出金３分の１などがあります。 

 今後の方向性としましては、市による実施・

現行どおりとし、健診内容の充実や関係機関と

の連携強化により、心身ともに健全な子供の育

成等に継続して取り組むこととしています。 

 次に、同ページ、下の表のこども医療費助成

事業ですが、令和元年１０月診療分からは、対

象年齢を０歳から１８歳までに拡大し、子供の

通院・入院などに係る医療費の自己負担分を助

成し、保護者の経済的負担の軽減や子供の健康

保持と健全育成を図っております。 

 決算額は４億８２４３万１０００円で、医療

費助成４億６６１８万円が主なものです。な

お、特定財源として、一部の年齢に対しまして

県支出金２分の１があります。 

 不用額２５６万円は、助成件数が見込みより

少なかったことによるものです。 

 今後の方向性としましては、市による実施・

現行どおりとし、事業継続により保護者の経済

的負担を軽減し、子供の健全育成を図ることと

しています。 

 次に、６４ページの上の表、初期救急医療推

進事業ですが、比較的軽度な疾患を対象とし

て、休日や夜間において初期救急医療を実施し

ております。 

 決算額は２８６０万４０００円でございま

す。 

 その内訳ですが、まず、休日在宅当番医委託

７８５万９０００円は、休日における初期救急

医療体制を確保するため、八代市医師会及び八

代郡医師会に委託しているものです。 

 ２つ目の八代市夜間急患センター運営委託１

９４５万７０００円は、夜間における初期救急

医療体制として、八代市医師会立病院内に設置

しているセンターの運営を八代市医師会に委託

しているものです。 

 その他、年末年始・５月連休歯科救急診療委

託に７０万６０００円、八代歯科医師会口腔保

健センター補助金として５８万２０００円を支

出しております。なお、特定財源はありませ

ん。 

 今後の方向性としましては、市による実施・

現行どおりとし、市民の方々が安心して暮らせ

る環境を構築するため、現在の体制維持に努め

ることとしております。 

 次に、同ページ、下の表の健康増進事業です

が、生活習慣病の発症予防や重症化予防、市民

の健康の保持・増進を目的として、基本健診や

各種がん検診、健康に関する教育・相談、訪問

指導などを実施しています。 

 決算額は９９１３万８０００円で、各種がん

検診など検診委託料９０８１万円が主なもので

す。なお、特定財源として、国・県支出金があ

ります。 

 不用額６４３万９０００円は、胃がん検診や

肺がん検診などの受診者が当初見込みより少な

かったことによるものです。 

 今後の方向性としましては、市による実施・

現行どおりとし、関係機関と連携した周知啓発

や健診体制の充実等により、疾病の早期発見・

早期治療につなげることとしております。 

 次に、６５ページの下の表、健康づくり応援

ポイント事業でございますが、市民の生活習慣

病予防対策として、特定健診等の受診を促すと

ともに、健康づくりへの積極的な取組を支援す

ることを目的として実施しております。 

 決算額は１１３万８０００円で、特定健診受

診や対象イベントへの参加等により、目標ポイ

ントに達成し、抽せんに当選した方への商品発

送に係る業務委託料５４万４０００円、ポイン

ト台紙の印刷費３３万５０００円が主なもので

す。なお、特定財源として、ふるさと八代元気

づくり応援基金繰入金があります。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

規模拡充とし、地域団体・企業等との連携強化

を図るとともに、携帯アプリの導入等により、
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参加しやすい環境整備を行うこととしておりま

す。 

 次に、６６ページの下の表、産後ケア事業で

すが、産後鬱の予防や新生児への虐待予防を図

り、産後も安心して子育てができるよう、産後

間もない産婦を対象として産婦健康診査を実施

し、その結果等から支援が必要と判断される産

婦に対し、心身のケアや育児サポート等の産後

ケアを実施しています。 

 決算額は２００万２０００円で、医療機関へ

の産婦健診委託料１５９万５０００円、医療機

関や助産所に対する産後ケア委託料３３万８０

００円が主なものです。なお、特定財源とし

て、国庫支出金２分の１があります。 

 不用額２００万６０００円は、産婦健診受診

者や産後ケア利用者が、当初見込みより少なか

ったことによるものです。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

規模拡充とし、国において産後ケア事業の対象

者が拡充されることに伴い、本市においても事

業内容の見直しを行うとともに、関係機関等と

の連携により、産後も安心して子育てができる

支援体制を強化することとしております。 

 次に、６７ページの下の表、各種予防接種事

業ですが、予防接種法に基づき、感染のおそれ

がある疾病の発生・発病と重症化及び蔓延を予

防し、健康を保持するため、各種予防接種を実

施しています。 

 決算額は３億２３５９万４０００円で、集団

予防として、乳幼児、児童生徒を対象に実施す

るＡ類疾病の予防接種委託料２億１７６０万４

０００円、個人予防として、高齢者を対象に実

施するＢ類疾病の予防接種委託料８８２７万２

０００円が主なものでございます。なお、特定

財源として、国庫支出金２分の１、県支出金２

分の１があります。 

 不用額３５５４万２０００円は、各種予防接

種の接種者が見込み数を下回ったことなどによ

るものです。 

 今後の方向性としましては、市による実施・

現行どおりとし、今後も事業を継続し、市民に

対し、効果的な接種勧奨を行い、接種率の向上

を目指すこととしています。 

 次に、少し飛びまして、７０ページの上の

表、市立病院清算事業ですが、平成３０年度に

廃止した病院事業について、清算業務を行うも

のです。 

 決算額は１９３０万円で、施設維持管理事務

委託３３４万３０００円、工事請負費１１９５

万８０００円が主なものでございます。なお、

特定財源として、病院事業未収金、病院事業剰

余金があります。 

 不用額３６６２万５０００円は、医療機器購

入費や工事請負費など、当初、令和元年度の支

払いを想定していた経費について、平成３０年

度中に支払いが完了したことによるものです。 

 今後の方向性としましては、令和元年度で事

業が完了することから、完了としております。 

 最後に、主な流用額について説明いたしま

す。 

 決算書の１１６ページをお願いいたします。 

 款４・衛生費、項１・保健衛生費、目１・保

健衛生総務費になります。１枚おめくりいただ

きまして、１１９ページの一番右の備考欄をお

願いいたします。 

 保健衛生総務費の下から３行目、節２０・扶

助費から節１３・委託料に２３３万８０００円

を流用しております。 

 これは、産後ケア事業におきまして、当初、

産婦への償還払いを予定していた産婦健診に係

る費用について、医療機関への委託に変更した

ことによるものでございます。 

 以上、衛生費のうち健康福祉部所管分の説明

とさせていただきます。御審議のほど、よろし

くお願いいたします。 

○委員長（西濵和博君） それでは、以上の部
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分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（亀田英雄君） ６１ページの、成果報

告の６１ページ、不妊治療助成事業なんです

が、政権も変わって、次の政権、今度の政権が

これの取組をすると聞くとですけど、そのよう

な中で不用額がこれだけ出ていると。約半分。

５００万のうち２３０万が不用額として計上さ

れているわけなんですけど、少なかったからと

いう話だったんですが、ニーズがあるから政権

もすっとだろうと思うとですけど、その辺の何

か分析をどのようにされているかをちょっと。

されておればですね、お聞かせ願いたいのと、

６３ページ、こども医療費助成事業、よく不用

額がこの程度でなったなということで思ってお

りますが、元年度の１２月からということです

ので、正確な分析はなかでしょうけど、年代別

の、どの年代の利用が多かったとか、その辺ば

ちょっと聞かせてもらえればなというふうに思

います。 

○健康推進課長（南 睦子君） 健康推進課の

南でございます。 

 不妊治療助成事業の不用額につきましては、

この事業は特定不妊治療助成事業と、それから

１０月から実施しました一般不妊治療助成事業

がありまして、特定不妊治療事業のほうで８５

万５６０８円、一般不妊治療助成事業のほうで

１４５万２５９円の不用額となっております。 

 特定不妊治療につきましては、３０年度の実

績がですね、６２件ということで、平成３１年

度は６７件を見込んでおりましたけれども、助

成の実績としましては４７件というような実績

になっております。 

 それから、一般不妊治療につきましては、当

初の見込みを８０件で予定しておりましたけれ

ども、実績としましては申請件数が３２人いら

っしゃいまして、助成の件数は３６件というこ

とで、見込みよりも少なかったというようなこ

とになっております。 

 以上です。 

○委員（亀田英雄君） そのことについて、単

年度の結果ということで、通年の、何年か通し

ての結果ということじゃなかとですたい、たま

たま元年度が少なかったという観測なんですか

ね。 

○委員長（西濵和博君） 挙手をお願いしま

す。 

○健康推進課長（南 睦子君） すみません。 

 不妊治療助成事業につきましては、特定不妊

治療の助成を２４年度から実施しておりますけ

れども、各年度で助成の件数とか申請者数にも

差がありましてですね、２９年度につきまして

は助成件数が７４件、３０年度が６２件、３１

年度が４７件というような右肩下がりというよ

うな状況にもなっているところです。 

○委員（亀田英雄君） 分かりました。難しか

ですね。 

 あと、こども医療費。 

○理事兼こども未来課長（田中かおり君） こ

ども未来課、田中です。よろしくお願いしま

す。 

 こども医療費の年齢別のということでしたけ

れども、すみません、こちらのほうでは未就学

児、小学生、中学生、高校生というところでデ

ータを取っております。（委員亀田英雄君「結

構です」と呼ぶ） 

 その中で一番受診件数、助成額とも多いのが

未就学児となっておりまして、全体の５０％を

占めております。 

 高校生の場合はですね、すいません、令和元

年の１０月診療分からということになっており

ますので、この中には５か月分しか入っており

ませんので、分析にはちょっと値しませんでし

た。申し訳ございません。 

 以上です。 

○委員（亀田英雄君） 結構です。ありがとう
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ございました。 

○委員長（西濵和博君） ほかに質疑ございま

せんか。 

○委員（前川祥子君） 初期救急医療推進事業

なんですが、これは定期的に意見交換会のよう

な会議というものは設置されていらっしゃるん

でしょうか。要するに、八代市医師会と八代郡

医師会との定期的な会議です。意見交換会とい

うような場はありますか。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） 御

質問の件なんですけれども、当初、予算の編成

時にはですね、打合せというのはやってるんで

すけども。（委員前川祥子君「すいません。ち

ょっと声が小さくて」と呼ぶ） 

 すみません。当初予算の編成時には質問書等

を提出いただきまして打合せを行ってるんです

けども、定期的な意見交換会というのは実施し

ておりません。何か課題があったときには適時

にその都度話し合うような機会はつくっており

ます。 

○委員（前川祥子君） 何かあったときという

のは、市からの要望もしくは郡市医師会からの

何がしかの要望といったときのことでしょう

か。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） は

い。そのとおりでございます。 

○委員（前川祥子君） 分かりました。 

○委員長（西濵和博君） よろしいでしょう

か。ほかに質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

○委員（前川祥子君） 今質問しました八代市

医師会、それから八代郡医師会、今のコロナ禍

の中でですね、そして医師が数少ない中で、大

変な思いの中で病院経営をなされているかと思

います。 

 その中で、休日の受診の医療とそれから夜間

の救急センターと、こういうことに関しても大

変感謝するところではあります。 

 ただですね、今後の方向性の中に、夜間救急

センター利用者が減少すると診療報酬が減する

ため不足分が増となると、委託料がですね。こ

このところはですね、結局は病院側の努力だと

いうふうにも思います。 

 要するに、受診する方がいろんな電話でいろ

いろ応対があるかと思いますが、そのときにや

はり親切丁寧に受け答えをされて、それから受

診をきちっとされる。そういうことがやはり次

の医療にもつながってくるかと思います。 

 ですから、この点をですね、やはり不足分の

増と、委託料というのは、要するに市が支払い

をするということですので、そこの経費が上が

らないと、増にならないような形を、ぜひ努力

は病院側のほうもぜひやってくださいというこ

とを要望として上げていただきたいと思いま

す。 

 以上です。 

○委員長（西濵和博君） ほかに意見ありませ

んか。ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようですので、

これより採決いたします。 

 議案第９８号・令和元年度八代市一般会計歳

入歳出決算中、当委員会関係分については、こ

れを認定するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（西濵和博君） 挙手全員と認め、本

案は認定することに決しました。 

 小会いたします。 

（午後１時２５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時２７分 本会） 

◎議案第９９号・令和元年度八代市国民健康保

険特別会計歳入歳出決算 
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○委員長（西濵和博君） 本会に戻します。 

 次に、議案第９９号・令和元年度八代市国民

健康保険特別会計歳入歳出決算について、健康

福祉部から説明願います。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（小林眞二君） 

 引き続きよろしくお願いいたします。令和元

年度国民健康保険、後期高齢者医療、介護保

険、診療所の４つの特別会計決算の認定をお願

いするに当たりまして、健康福祉部長としての

総括を述べさせていただきます。 

 失礼して着座させていただきます。 

○委員長（西濵和博君） どうぞ。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（小林眞二君） 

 まず、国民健康保険特別会計についてです

が、平成３０年４月に安定的な財政運営や効率

的な事業運営により持続可能な医療保険制度を

構築するため、都道府県が市町村とともに保険

者となり、国保の都道府県化が実施をされまし

て２年が経過をいたしました。 

 令和元年度決算では、約５０００万円の赤字

となり、本年６月補正予算にて５年連続となる

繰上充用を行うこととなりました。しかしなが

ら、平成３０年度の赤字約４億２０００万円か

ら約３億７０００万円の削減となり、徐々に赤

字は解消されているものと考えています。 

 国保被保険者数が減少している反面、１人当

たり医療費は年々増加しているため、医療費総

額は微減にとどまっております。一方、１人当

たりの国保税収は、税率改定の効果もあり、近

年はやや増加傾向にありますが、被保険者数の

減少により税収総額は減少していくものと予想

され、依然として厳しい財政状況にあると思わ

れます。 

 できるだけ早期に赤字解消が図れるよう、ジ

ェネリック医薬品の使用促進やレセプト点検の

充実強化などの医療費適正化対策や特定健診な

ど保険事業の推進、収納率の向上に取り組んで

まいります。 

 次に、後期高齢者医療特別会計についてです

が、保険者は熊本県後期高齢者医療広域連合と

なっておりまして、本市では広域連合との事務

分担に基づき、保険料の徴収、各種申請の受

付、健康保険健康保持増進事業等を行っており

ます。 

 後期高齢者の数は制度発足以来増加傾向にあ

り、令和元年度末で２万２８４６人となってお

ります。ここ二、三年は一旦落ち着きを見せま

すが、その後再び増加していくことが見込まれ

ることから、現在の健全財政が維持できるよ

う、保険料収入の確保に努めるとともに、高齢

者健診や訪問指導等の健康保持増進事業などに

より高齢者の健康増進を図ってまいりたいと考

えております。 

 次に、介護保険特別会計についてです。 

 令和元年度の決算では、単年度収支が約３億

９０００万円の黒字となり、安定した財政運営

がなされております。 

 しかしながら、今後も高齢化の進展や認定者

数の増加等により給付費の伸びが見込まれるこ

とから、適切な介護保険サービスの提供や介護

給付の適正化に向けた取組、さらには地域包括

支援センター等と連携した介護予防の取組が重

要と考えております。 

 また、医療や介護を必要とする高齢者が住み

慣れた地域で安心して暮らし続けることができ

るよう、地域包括ケアシステムの構築に向け

て、医療と介護の連携に取り組んでいるところ

です。 

 最後に、診療所特別会計についてですが、民

間の医療施設がない泉地域の下岳地区、五家荘

地区などにおいて３つの僻地診療所を運営して

います。 

 人口減少に伴い、受診者数は減少傾向にあり

ますが、地域住民に安定した医療を提供するた

めには欠かせない事業であり、引き続き、県や

関係機関と連携した医師の確保と医療体制の整
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備に努めたいと考えております。 

 以上、健康福祉部が所管します令和元年度特

別会計決算につきましての健康福祉部長として

の総括といたします。 

 それでは、議案第９９号・八代市国民健康保

険特別会計及び議案第１００号・八代市後期高

齢者医療特別会計を国保ねんきん課、西田課長

が、議案第１０１号・八代市介護保険特別会計

を山内長寿支援課長が、議案第１０６号・八代

市診療所特別会計を野田健康福祉政策課長が説

明いたしますので、御審議のほど、よろしくお

願いします。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）国保ねん

きん課、西田でございます。どうぞよろしくお

願いいたします。座って説明をさせていただい

てよろしいでしょうか。 

○委員長（西濵和博君） どうぞ。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） それで

は、議案第９９号・令和元年度八代市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算について、御説明申

し上げます。 

 歳入につきましては、令和元年度八代市特別

会計歳入歳出決算書、歳出につきましては、令

和元年度における主要な施策の成果に関する調

書及び土地開発基金の運用状況に関する調書

（その２）にて、御説明申し上げます。 

 それでは、調書（その２）の１７３ページを

お願いいたします。 

 歳入歳出の一覧表でございます。この表の左

の歳入の合計の決算額（Ａ）は、１７１億４５

７７万９０００円で、右の歳出の合計の決算額

（Ｂ）は１７１億９７５４万６０００円でござ

います。 

 歳入合計から歳出合計を引きました、その

下、歳入歳出差引額（Ａ）引く（Ｂ）は、マイ

ナス５１７６万７０００円、すなわち赤字とな

りましたことから、地方自治法施行令の規定に

よりまして、翌年度に当たります令和２年度の

歳入を繰り上げて補填する繰上充用を令和２年

５月１５日付で専決処分を行い、さきの６月定

例会におきまして、御承認をいただいたところ

でございます。 

 なお、一番下の欄の実質収支額は、令和元年

度の単年度収支でございまして、３億７３０９

万円の黒字でございます。 

 それでは、まずは、歳出の主なものにつきま

して、一覧表の右側、歳出欄の決算額で御説明

いたします。 

 科目１・総務費で、１億９８１９万６０００

円の決算額でございますが、内訳は、（１）一

般管理費の１億９２４０万１０００円は、職員

の人件費や被保険者証や保険税算定通知書発行

に要する事務費等でございます。（２）連合会

負担金５６１万円は、国民健康保険団体連合会

が行う保険者事業の共同処理等国保にかかわる

事業の経費に対する負担金でございます。 

 次の科目２・保険給付費から、科目５・保健

事業費まで、及び科目８・繰上充用金は、この

後、個別の事業で御説明いたします。 

 科目６・諸支出金１８３１万４０００円は、

県へ交付金の超過交付分を返還したものが５４

４万５０００円と、一般被保険者へ保険税の過

誤納付分の返還金及び加算金１２８６万９００

０円でございます。 

 続きまして、１７４ページの表を御覧くださ

い。医療費の状況でございます。 

 令和元年度の本市国保医療費の１０割分に当

たる医療費総額は、表の右側、下のほうです

が、療養諸費合計１３８億８０４５万７０００

円でございます。 

 書いてはおりませんが、前年度比マイナス１

０９０万１０００円、０.０８ポイントの減少

を示しており、また、被保険者１人当たりの療

養諸費費用額４１万５１３５円は、それも書い

ておりませんが、前年度比１万４３２３円の増



 

－32－

加、３.６ポイントの増加となっております。 

 療養諸費の合計が、若干とはいえマイナスに

なった原因は、被保険者数の減少によるもの

で、１人当たりの療養諸費費用額が増加した原

因は、国保被保険者の高齢化によるものと、医

療の高度化によるものと思われます。 

 それでは、引き続き個別の事業について、御

説明いたします。 

 １７５ページをお願いいたします。 

 国民健康保険運営協議会事業でございます

が、市の国保事業の運営に関する重要事項を審

議するために、法律で設置が義務づけられた諮

問機関である国民健康保険運営協議会の開催等

に係る費用でございます。 

 決算額は１８万５０００円で、運営協議会委

員報酬１１万２０００円が主なものでございま

す。 

 今後の方向性は、市による実施（現行どお

り）でございまして、研修や協議会機会のさら

なる確保等、今後も充実を図ってまいります。 

 その下、国民健康保険保険給付費は、被保険

者の医療費等に係る保険給付に要した経費で、

一番大きな事業でございます。 

 決算額は１１８億４１０８万４０００円で、

その内訳は、その下、主要な政策の概要のとこ

ろでございますが、療養給付費（一般）１００

億６３３８万２０００円、療養費（一般）７９

５５万６０００円、高額療養費（一般）１６億

９５８万４０００円、出産育児一時金４２２７

万６０００円が主なものございます。 

 特定財源は、県支出金の普通交付金１１７億

１７７０万６０００円でございます。 

 なお、繰入金２８１８万４０００円は、出産

育児一時金支給に係る一般会計からの３分の２

の法定繰入れ分でございます。 

 不用額６億５１６７万８０００円は、被保険

者数の減少の影響により、見込みより医療費が

かからなかったものでございます。 

 今後の方向性は、保健給付は法令等に基づく

ものですが、適正な保険給付を行うとともに、

保健事業や医療費適正化事業に取り組むことに

より、医療費の増大を抑えていきたいと考えて

おります。 

 続きまして、１７６ページをお願いいたしま

す。 

 国民健康保険事業費納付金でございます。平

成３０年度から国保の運営において県が財政運

営の主体となったことに伴い、県が、県全体の

医療給付費を見込んだ上で、市町村ごとの所得

水準や医療費水準を考慮して決定したものでご

ざいます。納付金算定に当たりましては、納付

金を納めるために必要な標準保険料率、保険税

率を県が市町村ごとに示し、それを参考に、市

町村は保険料率、保険税率を設定する仕組みで

ございます。 

 決算額は４５億７５８３万円でございます。

その内訳は、医療給付費分納付金（一般）３３

億５２３５万２０００円、後期高齢者支援金等

分納付金（一般）９億１２１万２０００円、介

護納付金分納付金３億１９０６万２０００円が

主なものでございます。 

 特定財源は、県支出金、特別交付金（保険者

努力支援分）が５０４７万円、これは医療費適

正化等の取組に成果を上げた保険者を評価し、

成果に応じたインセンティブとして国から交付

されるものでございます。 

 その下、特別交付金（特別調整交付金分）が

３億１３６７万円、これは市町村の特別な事情

による財政面の不均衡を調整するために交付さ

れるものでございます。 

 その下でございます。特別交付金（県繰入

金）が１１６８万９０００円、これは収納率の

向上、ジェネリック医薬品の数量シェアの向

上、特定健診受診率の向上等に対し、国の交付

金の補完として県から交付されるものでござい

ます。 
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 今後の方向性は、全体の医療費が増加します

とこの納付金も増加することになりますので、

できるだけ医療費がかからないよう、歳出にお

きましては、医療費適正化事業や保健事業の実

施により医療費の削減に取り組むとともに、歳

入面においては、保険者努力制度等を活用し、

国・県からの財政支援の拡大に努めてまいりた

いと考えております。 

 １つ飛ばしまして、次に１７７ページをお願

いいたします。 

 医療費適正化推進事業でございますが、増大

する医療費の抑制のため、特定健診の受診率向

上と糖尿病性腎症重症化予防に係る取組のほ

か、医療機関から提出された診療報酬明細書・

レセプトの点検業務の実施、後発医薬品・ジェ

ネリック医薬品の使用を促進し、医療費適正化

を図るものでございます。 

 決算額は１２０９万１０００円で、その内訳

は、健康推進課での管理栄養士２人の人件費が

４１７万４０００円、需用費・役務費で３０７

万５０００円、国保ねんきん課での診療報酬明

細書点検整理等業務委託で４２８万３０００円

が主なものでございます。 

 特定財源は、県支出金、特別交付金（特別調

整交付金分）４４２万９０００円、特別交付金

（県繰入金）１６１万２０００円でございま

す。 

 今後の方向性は、特定健診受診率の向上のた

め、人間ドックや職場健診等の結果を市へ提供

する情報提供事業の周知強化を行うとともに、

市医師会と連携し、治療中の方の健診結果を市

へ提供する特定健診同等検査情報提供事業の実

施に向け、取り組んでまいります。 

 また、レセプト点検においては、内容点検効

果率の目標達成、ジェネリック医薬品の普及促

進については、国が示した目標達成に向け、引

き続き広報・啓発を図ってまいります。 

 次の国保保健指導事業は、医療機関を重複し

て、あるいは頻繁に受診しておられる被保険者

を対象に、保健師が個別に訪問し、日常生活指

導や適正受診に関する指導を行い、自主的な健

康づくりを支援するものでございます。 

 決算額２３２万２０００円は、訪問指導を行

う非常勤職員の保健師の賃金等に係る経費が主

なものでございます。 

 特定財源は、県支出金、特別交付金（特別調

整交付金分）２２４万２０００円でございま

す。 

 今後の方向性としましては、対象者として重

複・頻回受診者に加え、令和元年度より重複服

薬者や多剤投与者も追加しており、医療費削減

効果の高い対象者を優先して訪問するなど、さ

らなる医療費の適正化に向け、今後も引き続き

訪問指導を行ってまいります。 

 続きまして１７８ページをお願いいたしま

す。 

 疾病予防事業は、被保険者の疾病の予防と健

康の保持増進を図るとともに、適正受診に対す

る意識を高めることで、医療費の適正化を図る

事業でございます。 

 決算額は３６５４万６０００円で、その内訳

は、はり・きゅうマッサージ等助成金７８５万

４０００円、人間ドック・脳ドック助成金１３

６８万円、医療費通知等郵便料４７８万４００

０円、共同電算処理業務委託――これは、国保

連合会へ個人ごとの受診状況のデータ入力や分

類・医療費通知の作成を委託する費用でござい

ますが、こちらが８２７万円、年４回広報やつ

しろに折り込んで発行しております国保だより

の作成費用が１６２万２０００円、人間ドック

情報提供事業報奨費が３３万６０００円でござ

います。 

 特定財源は、県支出金、特別交付金（特定健

診等負担金）２４８万６０００円でございま

す。 

 不用額６１３万９０００円は、人間ドック
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や、はり・きゅう等の受診者が見込みより少な

かったことによるものでございます。 

 今後の方向性は、今後も疾病予防、健康の保

持増進及び医療費に対する意識を高めるための

取組や、人間ドック・脳ドック受診の啓発等、

疾病の早期発見、早期治療に結びつく取組を行

ってまいります。 

 その下の特定健診事業は、心筋梗塞や脳血管

疾患などのリスクとなるメタボリックシンドロ

ーム該当者及びその予備群を的確に抽出するた

めに、４０歳から７４歳までの被保険者に対し

て実施する特定健診に係る経費でございます。 

 決算額は７４２０万２０００円で、特定健診

に係る委託料７３１０万１０００円が主なもの

でございます。 

 特定財源は、県支出金、特別交付金（特定健

診等負担金）２７８６万７０００円、特別交付

金（県繰入金）５６９万８０００円でございま

す。 

 不用額の１１９６万８０００円は、健診受診

者が予定を下回ったことによるものでございま

す。 

 特定健診受診率は、３０年度３４.２％、令

和元年度の速報値が３４.５％と前年度より、

０.３ポイント増加しております。 

 今後の方向性は、健診未受診者の分析や４０

歳到達者への健診受診券の送付、糖尿病等の治

療中の方へは医療機関と協働し特定健診同等検

査情報提供事業を実施するなど、対象者に合わ

せた受診勧奨を行い、特定健診の受診率向上を

目指してまいります。 

 １７９ページをお願いいたします。 

 特定保健指導事業は、特定健診の結果、特定

保健指導対象者となった方へ早期に生活習慣の

改善の保健指導の介入を行い、人工透析等の疾

病の発症及び重症化を予防することを目的とし

た事業でございます。 

 決算額は１３３１万３０００円で、その内訳

は、特定保健指導委託料５０９万９０００円、

非常勤職員、保健師・管理栄養士、３人の賃金

等６５４万３０００円が主なものでございま

す。 

 特定財源は、県支出金、特別交付金（特定健

診等負担金）５４４万５０００円でございま

す。 

 今後の方向性は、特定保健指導率は令和元年

度速報値６０.３％と第３期特定健診等実施計

画の最終目標６０％を達成する見込みでござい

ますが、メタボリックシンドローム該当者、予

備群の割合は増加傾向にあり、さらに特定保健

指導実施率の向上と効果的な保健指導に向けた

取組を行ってまいります。 

 その下でございますが、繰上充用金事業は、

平成３０年度決算におきまして、歳入が歳出に

不足するに至ったため、令和元年度の予算から

充用したものでございます。 

 決算額は４億２４８５万７０００円でござい

ます。 

 今後の方向性でございますが、累積赤字は、

平成３０年度末と令和元年度末を比較します

と、３億７３０９万円改善をしております。今

後も国保財政健全化計画等に基づき、１年でも

早く累積赤字を解消できるよう、適正課税によ

る税収の確保や歳出抑制のための医療費適正化

の取組を地道に粘り強く行ってまいります。 

 次に、主な流用額について御説明いたしま

す。 

 すみません、別の資料です。国民健康保険特

別会計歳入歳出決算書のほうを御覧いただけま

すでしょうか。この２３ページをお願いいたし

ます。すみません、表題が八代市特別会計歳入

歳出決算書でございます。申し訳ありません。

２３ページをお願いいたします。 

 表の中ほどでございますが、款２・保険給付

費、項１・療養諸費、目１・一般被保険者療養

給付費、節１９・負担金補助及び交付金の備考
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欄になります。９６５万円の流用でございます

が、次の２５ページをおめくりいただけますで

しょうか。 

 上の段にですね、項２・高額療養費、目１・

一般被保険者高額療養費、節１９・負担金補助

及び交付金というところがありまして、こちら

で９６５万円を流用いたしたものでございま

す。 

 これは、国保保険給付費のうち、高額療養費

に係る経費につきまして、当初見込んでおりま

した金額を上回り、予算不足となりましたこと

から療養給付費から流用したものでございま

す。 

 以上で歳出の説明を終わります。 

 引き続き、歳入について、御説明いたしま

す。 

 歳入は、今御覧いただいております特別会計

歳入歳出決算書により御説明いたします。 

 決算書の１６から１７ページをお願いいたし

ます。 

 金額につきましては、１７ページの右から４

列目の収入済額で申し上げます。なお、千円未

満は切捨てで御説明いたします。 

 まず、款１・国民健康保険税の収入済額は３

４億２５７４万２０００円でございます。 

 項１・国民健康保険税、目１・一般被保険者

国民健康保険税の収入済額は３４億２０６４万

９０００円でございます。 

 節１から節３までは現年度課税分、節４から

節６までは滞納繰越分でございます。 

 目２・退職被保険者等国民健康保険税の収納

額は５０９万３０００円でございます。退職被

保険者とは、厚生年金などの加入者で一定の要

件を満たす方が国保の被保険者となった場合、

その医療給付費について、社会保険が財政力に

応じて負担するという制度でございます。な

お、この退職者医療制度は平成２６年度末で廃

止になっておりまして、その後は経過措置が取

られているものでございます。内訳であります

節の並びは、一般被保険者分と同じでございま

す。 

 一般被保険者と退職被保険者を合計した収納

率は、現年度分が９３.５８％、滞納繰越分が

１５.７２％となっておりまして、現年度分の

収納率は、前年度より０.３７ポイント増加、

滞納繰越分は前年度より１.１ポイント増加し

ており、特に現年度分は５年連続して増加をし

ております。 

 なお、備考欄の還付未済額は、死亡や転出、

社会保険への加入などで税額が更正され、還付

するもののうち、出納閉鎖期間中までに未受領

となったものでございます。 

 続きまして、一番下の款３・県支出金の収入

済額は１２１億５０３７万２０００円でござい

ます。 

 ページをめくっていただけますでしょうか。

１８ページから１９ページでございます。 

 目１・保険給付費等交付金の節１・普通交付

金１１７億１７７０万５０００円は、先ほど歳

出で御説明しました、本市が行った保険給付費

に対する県からの交付金でございます。その下

の節２・特別交付金４億３２６６万７０００円

は、備考欄に内訳を示しておりますが、保険者

努力支援分が５０４７万円。歳出のところでも

御説明いたしましたが、これは、医療費適正化

等の取組に成果を上げた保険者を評価し、成果

に応じたインセンティブとして国から交付され

るものでございます。その下の特別調整交付金

３億２１００万６０００円は、市町村の特殊な

事情による財政面の不均衡を調整するために交

付されるものでございます。その下の県繰入金

１８９９万９０００円、これは、収納率の向

上、ジェネリック医薬品数量シェアの向上、特

定検診受診率の向上等に対し、国の交付金の補

完として交付されるものでございます。特定健

診等負担金４２１９万２０００円は、特定健診
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等を実施する経費に対するものでございます。 

 次に、款４・繰入金の収入済額は１４億９４

７９万４０００円でございますが、ほとんどが

法定繰入れ分でございます。 

 内訳は、節１・職員給与等繰入金１億９４９

６万７０００円は、国保事業に要します人件費

及び事務費でございます。節２・出産育児繰入

金２８１８万４０００円は、出産育児一時金の

決算分の３分の２に相当するものでございま

す。節３・保険基盤安定繰入金１０億２９０６

万５０００円でございますが、保険基盤安定制

度は、低所得者数に応じ、保険料の一定割合を

国、県、市の公費で支援するとともに、低所得

世帯の保険税軽減分を公費で支援するもので、

国、県の負担分を一般会計で受け入れて、市の

負担分を加えて繰り入れたものございます。節

４・財政安定化支援事業繰入金２億３７９８万

円は、被保険者の応能割保険税負担能力が特に

不足していること、加入者の所得が低いことや

高齢者が特に多いことなど、地域の特性による

国保財政の負担の増加に対する支援分でござい

ます。節５・その他一般会計繰入金４５９万７

０００円は、備考欄にありますとおり、本市が

実施するこども医療費助成事業に係る国保の国

庫負担金減額に対する補填分を一般会計から繰

り入れるものでございます。 

 その下、款５・諸収入の収入済額は６８７３

万円でございます。 

 項を少し飛ばしまして、表の下のほう、項

３・雑入の収入済額は５５１１万８０００円の

うち、目１・一般被保険者第三者納付金１９３

８万５０００円は、被保険者が交通事故など、

第三者行為の被害者となった場合に、治療のた

め一時的に国保を使用した分を、過失割合等に

応じて加害者に請求し、徴収したものでござい

ます。 

 続きまして、２０ページと２１ページをお願

いいたします。 

 目３・一般被保険者返納金の収入済額１２５

万４０００円は、被保険者が社会保険に加入し

た後に、国保の被保険者証を提示して医療機関

を受診したことに伴い、後日、保険給付費を返

納していただくものでございます。 

 また、目を少し飛ばしまして、表の中ほど、

目７・国民健康保険診療報酬等返納金３４１７

万４０００円は、平成３０年度の県の普通交付

金の算定の都合で、国保連合会から市へ平成３

１年２月診療報酬分が概算請求されましたが、

確定額が概算請求より少なかったため、差額が

市へ返納されたものでございます。 

 その下、款６・国庫支出金、項１・国庫補助

金、目１・国民健康保険制度関係業務事業費補

助金の収入済額２１万７０００円は、外国人被

保険者在留資格――特定技能第１号及び第２号

新設の管理等に伴うシステム改修費用補助分で

ございます。 

 また、その下の目２・社会保障・税番号制度

システム整備費補助金の収入済額３１４万１０

００円は、マイナンバーカードが保険証として

利用できるようになること・オンライン資格確

認に伴いますシステム改修費用補助分でござい

ます。 

 備考欄にある内訳は、オンライン資格確認等

業務関係補助金が２９４万３０００円、これは

オンライン資格確認の実施に伴い、保険証番号

に個人を識別するための２桁の番号を採番する

システム改修補助金でございます。 

 その下のデータ標準レイアウト整備業務関係

補助金が１９万８０００円、これはマイナンバ

ー法に基づき、専用ネットワークシステムを用

いて、異なる行政機関等の間で個人情報のやり

取りを行う情報連携において、データ項目を集

めたデータ標準レイアウトの改版に伴うシステ

ム改修補助金でございます。 

 以上が歳入の説明でございます。 

 これで、議案第９９号・令和元年度八代市国
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民健康保険特別会計歳入歳出決算についての説

明を終わらさせていただきます。御審議のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（西濵和博君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（亀田英雄君） 国保利用者は何人ぐら

い、全市民の何％ぐらいになるとでしょうか。 

 あと、収納済額の話、ちょっとこれ、ちょっ

と聞き逃したもんですけん、もう少し収納率と

かですね、未収金の、未収が発生して、それは

何人ぐらいなのか、その辺の数ばちょっとお知

らせください。 

 すいません。聞き逃した部分もあるかと思い

ますが、重ねて報告いただければというふうに

思います。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） すいませ

ん。加入者数でございますが、令和元年度ので

すね、平均でいきますと、３万３４３６人でご

ざいまして、人口に占める割合は２６.５４％

でございます。（委員亀田英雄君「４分の１ち

ゅうことですね。分かりました」と呼ぶ） 

○納税課長（岩崎伸一君） 納税課の岩崎でご

ざいます。委員御質問の後ろの部分、後半の部

分、いわゆる収納の状況等についてのお話だっ

たかと存じます。こちらから回答させていただ

きたいと思います。 

 少し収入済、それから収入未済のほうを国保

に係りまして詳しく説明させていただきます

と、収入済額が令和元年度３４億２５７４万、

それから、収入未済額のほうは８億６４７３万

というふうな形になっておりまして、収入済額

で平成３０年度との対比で、減少としては８７

３３万、収入のほうは減少のほうがあっており

ます。 

 それから、収入未済額につきましては、こち

らは先ほど申しました８億６４７３万というこ

とですが、平成３０年度との対比では、若干で

すが収入未済額のほうが５４万３０００円ほど

増加いたしております。 

 収入済額の減少のほうは、調定額の減少のほ

うが１億２０００万ありましたので、そちらの

ほうの影響かと存じております。 

 また、収入未済額につきましては、先ほどの

説明にもありましたとおり、徴収率のほうは現

年度で０.３７、それから滞納繰越分で１.１向

上をいたしているところでございますが、若干

未済額のほうは増えたということで、今後とも

滞納の処理のほうに力を入れていかなければい

けないというふうに考えておりますのと、今

回、不納欠損額が非常にちょっと少なかったと

いうところもございまして、収入未済額のほう

が若干増加したというところになっているかと

存じます。 

 以上でございます。 

○委員（亀田英雄君） すいません。重ねてよ

かですか。 

 おっしゃったかもしれんとですけど、収入

済、何％の人が満額きれいに払いなっとうかと

いう話と、不納欠損が７０００万出ていても、

やっぱりこれでも少なかと言いなったですよ

ね。いつもどのぐらい出っとですかね、これ。

申し訳ない。お聞かせください。 

○納税課長（岩崎伸一君） 前半部分のちょっ

と御質問のほうは、数字のほうを準備いたして

おりませんので、申し訳ございません。 

 後半部分のですね、不納欠損額のほうが７０

００万ほどあるけども、これが減ってるという

ことだが、通常どれくらいだろうかという御質

問だったかと存じます。 

 こちらにつきましては、平成３０年度におい

ては１億を超えております。ですので、不納欠

損額は、減少額としては３０００万ほどあった

というところでございます。 

 ただし、この不納欠損というのは、最終的に

徴収ができない、または徴収の見込みがないと
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いうことで、調定額を消滅させることというこ

とが不納欠損でございます。 

 ですので、３年ぐらいほど前に執行停止とい

うことで、どうしても担税力がない、収入等で

支払っていただく見込みがないということで執

行を停止した案件というのが、３年たって消滅

させるというふうな形の流れになっております

ので、直接この不納欠損額が増えたということ

がいわゆる経済状況が問題だとか、あるいは徴

収率と直接、収納の状況が悪かったんじゃない

かという、直接の関連という形ではないもので

はございます。 

 以上でございます。 

○委員（亀田英雄君） なかなか難しかところ

があるような気もしますね。 

 収入の部分でですね、部長の部分で、総括の

部分で都道府県化になって２年だと、その中で

徐々に赤字が減っているというようなお話があ

ったかと思いますが、そして報告でもですね、

赤字が徐々に減ってきていると。これは、赤字

がなくなるという見込みは、見込みって見失っ

とっとですが、将来的にどのような見込みでお

られるのか。赤字が解消になる見込みはあっと

ですかね。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（小林眞二君） 

 平成２７年だったかと思いますけど、赤字に

転落しまして（委員亀田英雄君「ですね」と呼

ぶ）５年ほどたってるかと思います。その赤字

に転落した当時ですね、大体１０年ぐらいをめ

どに赤字を解消したいということで、長期の財

政計画を立てまして税率改正を２度ほど行わせ

ていただきました。 

 その税率改定の効果があって、収入のほうは

ですね、安定的に確保できているというところ

と、保健事業等でですね、医療費の適正化等に

取り組んでおりますけれども、現在、これまで

の状況を見ますと徐々に回復しているというこ

とで、この状況は来年、再来年もずっと続くん

ではなかろうかと思っておりますので、ここ数

年の間にはですね、できれば赤字は解消したい

というか、解消していくんじゃないかっていう

ふうに推測しております。 

○委員（亀田英雄君） 赤字を早期に解消して

いただいてですね、いろんな、医療費削減を取

り組んだり、適正化を進めていただいてです

ね、高い国保料を少しでも安くなるように取り

組んでいただけたらなというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（西濵和博君） ほかに質疑ございま

せんか。 

○委員（前川祥子君） 私もちょっと以前から

お聞きしたいと思ってました国保ですね、今度

の決算額は３４億２５７４万２０００円。繰入

金が１４億９４７９万４０００円。この繰入金

というのは、要するに法律で定まった割合の中

で、これだけは入れられるというふうに理解し

てよろしい、だと思うんですが、この繰入金が

ですよ、類似団体と比べたら、まず多いのか、

普通なのか、少ないのかというところをちょっ

とお聞きしたいんですけど、そういうのは分か

るんでしょうか。 

 じゃあ、もう一つ。と言いますのはですね、

よろしいですか。要するに繰入金がもっと多い

ならばですよ、これでも赤字にはなってますけ

ど、５１００万の赤字にはなってますが、これ

がまだ繰入金がまだ多ければ赤字はともかくな

いですよね。もっと多ければ国民健康保険税を

払う市民の皆さん方も少なくて済みますよね。

そういうことが可能かどうか。 

 先ほど税率を上げられて、平成２７年から１

０年後には赤字をなくすというような方向にな

っているとはおっしゃいましたけども、要する

に市民の皆さん方が今の国保税が高いというよ

うな声もよく聞きます。だからそういう仕組み

ができるのかどうかということですよね。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） すみませ
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ん。委員質問の１点目の類似団体との比較につ

きましては、ちょっと後ほどちょっと確認をし

まして資料を探してみたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○国保ねんきん課主幹兼保険税係長（西村裕昭

君） 西村と申します。 

 議員がおっしゃいました１４億の繰入れにつ

きましてはですね、法定内ということで法律に

基づいて繰り入れたものでございまして、議員

がおっしゃられる赤字の補填のための繰入れと

いいますのが、法定外の繰入れなものですから

ですね、今、国のほうでは赤字補填のための繰

入れをなくすよう指導がされております。 

 県内におきましてはですね、昨年度、３０年

度におきまして赤字補填のための繰入れを行っ

ているところは県内２市のみ。２市だけになり

まして、それ以外はですね、赤字補填ではない

法定内の繰入れと、法定外にはなるんですけれ

ども、八代市のほうでもしておりましたこども

医療の無料化に伴いましてですね、無料化した

市町村におきましては国の交付金、給付費の交

付金が減らされることになっておりましてです

ね、その減らされる分の補填を法定外で繰入れ

を行っているところでございます。 

○委員（前川祥子君） ちょっとややこしくて

ですね、今頭の中で図式化したんですけども、

要するに、赤字補填をやっている団体は県内に

２市しかないと。その１市が本市だと。 

○国保ねんきん課主幹兼保険税係長（西村裕昭

君） いや、本市も赤字補填のためのですね、

繰入れのほうは行っておりません。（委員前川

祥子君「おりません」と呼ぶ）おりません、は

い。赤字補填を行っているのはうち以外、本市

以外で２市、熊本県内で２市でございます。 

○委員（前川祥子君） 赤字補填を行っていな

いということですね、うちはですね。ちょっ

と、私も詳しく勉強しないといけないんでしょ

うけど、じゃあ保険税に関しては、それはどん

なふうに考えてあるんですか。やっぱりこのま

ま税率はこのままでやっていかないと、いや、

それとも少し下げたほうでも、もう少しできる

と、少し下げることもできるというふうにも考

えられますか。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（小林眞二君） 

 今ですね、八代市の税率はやっぱり赤字の部

分も含めたところでですね、設定をしておりま

すけれども、数年後、赤字が解消された場合は

ですね、あとは熊本県が保険者、財政管理をし

ていますので、そちらに払うべき負担額という

のはあります。 

 それに合わせて今度は税率を設定するという

ことになりますので、赤字解消後は今言いまし

たとおり重複しますけれども、県に負担するべ

き額を確保できる分の税率を設定するというこ

とで、自由に設定というのはなかなか難しいと

いうところになります。 

○委員（前川祥子君） 特別会計ですから、特

別会計内で会計をされているということであっ

ても一般会計からも繰入れできるというような

ことができますよね。 

 要するに、これだけ分かっているだけで市民

の皆さんにとってはですね、今、市が黒字を出

してるじゃないかと、それなのに国保は税率が

上がったままじゃないかと、そういった見えて

る部分だけの話ではあるんですけれども、そこ

が納得いかないところもあるようなんですよ

ね。 

 私としても今聞いた中でも、ちょっともう少

し、組合せというか制度をしっかりと分からな

いとなかなか説明もできない、できないという

かしづらいようなところでもあるんですが、今

のところ、今の部分のところまでは分かりまし

た。 

○委員長（西濵和博君） よろしいですか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（西濵和博君） 質疑、ほかにござい



 

－40－

ませんか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようですので、

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

○委員（亀田英雄君） 意見は先ほど申し上げ

たんですが、医療費の削減とかですね、適正化

に取り組んでいただいて、赤字化を解消してい

ただきたいんですが、今、話を聞いてみれば赤

字補填のための財政を投入しておる自治体もあ

るということならばですよ、４分の１の国保利

用者に４分の１ですけんが、なかなかこれは負

担が重いというような気もいたします。 

 よければこの機会に、その赤字解消のための

投入ということも御一考いただけたらなという

ようなことも思いましたので、意見として出さ

せていただきました。 

 以上です。 

○委員長（西濵和博君） よろしいですか。 

 意見、ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） なければ、これより

採決をいたします。 

 議案第９９号・令和元年度八代市国民健康保

険特別会計歳入歳出決算については、これを認

定するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（西濵和博君） 挙手全員と認め、本

案は認定することに決しました。 

 小会します。 

（午後２時２１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時２６分 本会） 

○委員長（西濵和博君） 本会に戻します。 

 執行部から発言の申出があっていますので、

これを許可します。 

○健康推進課長（南 睦子君） 健康推進課の

南でございます。 

 先ほど、衛生費の中におきまして、亀田委員

から御質問がありました不妊治療事業の不用額

の件につきましてですね、ちょっと間違いがあ

りましたので訂正をしたいと思います。 

 一般不妊治療助成事業においてですね、当初

の見込みの助成件数を８０件と申し上げました

けれども、５０件と見込んで、実際の申請件数

が３６件ということになります。当初の見込み

の件数の間違いのほうを訂正したいと思いま

す。 

 以上です。 

                              

◎議案第１００号・令和元年度八代市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算 

○委員長（西濵和博君） それでは、次に、議

案第１００号・令和元年度八代市後期高齢者医

療特別会計歳入歳出決算について、健康福祉部

から説明願います。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） 国保ねん

きん課、西田でございます。引き続き、よろし

くお願いいたします。着座にて、説明いたしま

す。 

 議案第１００号・令和元年度八代市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算について、御説明

申し上げます。 

 歳出につきましては、国保と同じように主要

な施策の成果に関する調書及び土地開発基金の

運用状況に関する調書（その２）によって、歳

入につきましては、歳入歳出決算書により御説

明いたします。 

 それでは、調書（その２）の１８０ページを

お願いいたします。 

 歳入歳出の一覧表でございます。この表の左

の歳入の合計の決算額（Ａ）は、１８億２６０

万７０００円で、右の歳出の合計の決算額

（Ｂ）は１７億６８９８万３０００円でござい

ます。 

 その下、歳入歳出差引額（Ａ）引く（Ｂ）は
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３３６２万４０００円でございますが、これ

は、出納整理期間中に収納した保険料収入分で

ございまして、令和２年度に広域連合へ支払う

ことになっており、既に支払いを終えたところ

でございます。 

 一覧表の右側の歳出で、科目１・総務費の決

算額は６１４６万３０００円でございます。内

訳は、（１）一般管理費が５５０２万円、これ

は広域連合への派遣職員２名を含む職員の人件

費や事務費でございます。その下（２）徴収費

が６４４万３０００円、これは保険料の徴収業

務に要する経費でございます。 

 科目２・後期高齢者医療広域連合納付金の決

算額１６億７７１８万１０００円で、（１）被

保険者保険料納付金１１億７９６８万８０００

円は、被保険者から徴収した保険料を広域連合

に納付するものでございます。その下（２）保

険基盤安定分担金の決算額は４億９７４９万３

０００円でございます。これは、低所得者に係

る保険料を軽減することにより生じる財源不足

を公費で補うものでございます。 

 科目３・保健事業費の決算額２８８８万３０

００円は、後期高齢者の健診及び歯科口腔健診

の委託料や、はり・きゅう等施設利用助成金な

どの健康保持増進事業に要する経費でございま

す。 

 科目４・諸支出金の決算額１４５万６０００

円は、被保険者の死亡や転出等に伴い発生した

過誤納付に係る過年度収納分の保険料の還付金

や還付加算金でございます。 

 次に、個別の事業について御説明いたしま

す。 

 １８１ページをお願いいたします。 

 上の段、被保険者保険料納付金事業は、後期

高齢者から徴収した保険料を広域連合に納付す

るものでございます。 

 決算額は１１億７９６８万８０００円で、後

期高齢者からの特別徴収分７億７９３４万円、

普通徴収分３億６１５８万３０００円が主なも

のでございます。 

 下の段、健康保持増進事業（はり・きゅう助

成等）は、被保険者に年１５回を上限に１回当

たり１０００円を助成するはり・きゅう等施設

利用券の交付と、広域連合の補助金を活用し

た、保健師の個別訪問による健康相談の実施に

係る経費でございます。 

 決算額は９２５万５０００円で、はり・きゅ

う等施設利用助成金７６７万円、訪問指導事業

の非常勤職員・保健師の賃金等１４１万８００

０円が主なものでございます。 

 今後の方針は、特に訪問指導において適正な

受診や自主的な健康増進を促し、医療費の適正

化を図るために広域連合の補助金を活用して実

施してまいります。 

 続きまして、１８２ページをお願いします。 

 健康保持増進事業（高齢者健診）は、広域連

合からの委託事業として実施する後期高齢者の

健診と歯科口腔健診に係る経費でございます。 

 決算額は１９６２万８０００円で、後期高齢

者健康診査業務の健診委託料の１９２３万８０

００円や高齢者歯科口腔健康診査委託１８万６

０００円が主なものでございます。 

 不用額４５９万２０００円は、健診受診者が

予定を下回ったことによるものでございます。 

 今後の方針は、高齢者健診の受診率向上を目

指すとともに、医療・保健・介護で一体的な保

健事業の体制を検討し、生活習慣病の予防、介

護予防に取り組んでまいります。 

 以上で歳出の説明を終わります。 

 引き続き、歳入について御説明いたします。 

 歳入は、別冊となっております特別会計歳入

歳出決算書により御説明いたします。 

 決算書の４０ページから４１ページをお願い

いたします。 

 金額につきましては、４１ページの右から４

列目の収入済額で申し上げます。なお、千円未
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満切捨てで御説明いたします。 

 款１・後期高齢者医療保険料は、収入済額１

１億７７９６万３０００円でございます。 

 項１・後期高齢者医療保険料、目１・特別徴

収保険料の収入済額は７億７９８８万６０００

円でございます。年金からの天引きにより収納

したものでございます。 

 目２・普通徴収保険料の収入済額は３億９８

０７万６０００円でございます。これは、納付

書や口座振替により収納したものでございま

す。 

 これらの収納率は、特別徴収分の現年度が１

００％、普通徴収の現年度分が９７.９％、普

通徴収の滞納繰越分が４１.９％でございま

す。 

 款３・広域連合支出金の収納額１４３万４０

００円は、健康相談を必要とする後期高齢者医

療被保険者の方への訪問指導に係る経費を広域

連合が補助を行う分でございます。 

 次に、款４・繰入金、項１・一般会計繰入金

は５億６４４２万２０００円でございます。 

 内訳は、目１・事務費繰入金６６９２万９０

００円は、人件費や各業務に必要な事務経費分

を一般会計から繰り入れたものでございます。 

 また、目２・保険基盤安定繰入金４億９７４

９万３０００円は、低所得者の負担軽減を図る

ための保健基盤安定分担金の財源として、県が

４分の３、市が４分の１を負担することになっ

ておりますが、県の負担分を本市の一般会計の

歳入で受け入れて、市の負担金を合わせたもの

をこの特別会計へ繰り入れたものでございま

す。 

 款５・繰越金の収納済額は３５１１万７００

０円でございます。この繰越金は、令和元年４

月から５月の出納整理期間中に収納した平成３

０年度分の保険料で、保険料納付金として令和

元年度に広域連合に支出いたしております。 

 次の款６・諸収入の収納済額は２３４６万５

０００円でございます。 

 決算書の４２から４３ページをお願いいたし

ます。 

 主なものとしましては、項４・受託事業収

入、目１・後期高齢者医療広域連合受託事業収

入２１７０万３０００円でございます。これ

は、本市で実施しました高齢者健診に係る費用

を広域連合が負担したものでございます。 

 その下、項５・雑入、目１・雑入の収納済額

７万５０００円は、国保ねんきん課後期高齢者

医療係に従事します臨時職員２名と非常勤職員

１名からの雇用保険料でございます。それが１

万円でございます。 

 国民健康保険団体連合会返還金６万４０００

円は、高齢者健診を委託した熊本県国保連合会

において、平成３０年度の高齢者健診・保健指

導の手数料の剰余金が発生しましたため、各市

町村へ返還されることになったものでございま

す。 

 以上が歳入の説明でございます。 

 以上で、議案第１００号・令和元年度八代市

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算について

の説明を終わらさせていただきます。御審議の

ほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（西濵和博君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（亀田英雄君） 特段ないんですが、対

象者は何人おんなるとですか。 

○国保ねんきん課主幹兼後期高齢者医療係長

（園川純大君） 国保ねんきん課、園川でござ

います。よろしくお願いいたします。 

 後期高齢者医療の被保険者数でございます

が、令和２年の３月末現在で２万２８４６人で

ございまして……。（委員亀田英雄君「ごめ

ん、聞き取れん」と呼ぶ） 

○委員長（西濵和博君） もう一度お願いしま

す。 
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○国保ねんきん課主幹兼後期高齢者医療係長

（園川純大君） 令和２年３月末現在で、２万

２８４６人でございます。 

 昨年度の同じ３１年３月末現在で２万２８７

０名でしたので、若干減少している状態ではご

ざいます。 

 以上です。 

○委員（亀田英雄君） ありがとうございまし

た。 

○委員長（西濵和博君） ほかにありません

か。質疑ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。意見あり

ませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようですので、

これより採決をいたします。 

 議案第１００号・令和元年度八代市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算については、これ

を認定するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（西濵和博君） 挙手全員と認め、本

案は認定することに決しました。 

 小会いたします。 

（午後２時４０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時４１分 本会） 

◎議案第１０１号・令和元年度八代市介護保険

特別会計歳入歳出決算 

○委員長（西濵和博君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１０１号・令和元年度八代市介

護保険特別会計歳入歳出決算について、健康福

祉部から説明願います。 

○長寿支援課長（山内真奈美君） 皆さん、こ

んにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）長

寿支援課長の山内でございます。よろしくお願

いいたします。着座にて説明をさせていただき

ます。 

○委員長（西濵和博君） どうぞ。 

○長寿支援課長（山内真奈美君） それでは、

議案第１０１号・令和元年度八代市介護保険特

別会計歳入歳出決算につきまして、説明させて

いただきます。 

 説明につきましては、令和元年度主要な施策

の成果に関する調書及び土地開発基金の運用状

況に関する調書（その２）と、八代市特別会計

歳入歳出決算書を用いて説明させていただきま

す。よろしくお願いいたします。 

 では、まず、主要な施策の成果に関する調書

及び土地開発基金の運用状況に関する調書（そ

の２）の中の１８３ページをお願いします。 

 介護保険特別会計の全体像につきまして、最

初に簡単に説明させていただきます。 

 表の左側が歳入、右が歳出となっておりま

す。歳出は表の右側のとおり、科目の１・総務

費、２・保険給付費、３・地域支援事業費など

に分かれております。 

 このうち第１款・総務費の決算額３億４３０

６万６０００円は、職員３０人分の人件費及び

事務費、介護保険料の賦課徴収経費、介護認定

の審査や調査に係る経費などでございます。 

 第２款・保険給付費の決算額１３２億２５９

４万８０００円は、いわゆる介護保険サービス

に係る自己負担部分を除いた保険給付の総額で

ございます。歳出総額の約９３％を占めており

ます。 

 第３款・地域支援事業費の決算額４億７８７

６万２０００円は、市町村が実施する介護予

防・日常生活支援総合事業や、地域包括支援セ

ンターの委託料などが主なものでございます。 

 第４款・基金積立金は、介護給付費準備基金

の定期預金利子を積み立てたものでございま

す。 

 第５款・諸支出金は、平成３０年度に概算交
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付を受けました国県支出金及び支払基金交付金

の精算に伴う返還金が主なものでございます。 

 表の左側は、歳入でございます。 

 介護保険制度では、人件費や一般的な事務費

などは全額を一般会計繰入金で対応し、それ以

外の介護保険事業については、基本的に２分の

１を保険料で、２分の１を公費で負担いたしま

す。保険料負担に占める６５歳以上の第１号被

保険者の保険料の割合は２３％、４０歳以上６

５歳未満の第２号被保険者の保険料の割合は２

７％となっております。 

 公費につきましては、事業ごとに割合が決め

られておりますけれども、大まかに申し上げま

すと、国が２５％、県が１２.５％、市の負担

が１２.５％となります。このうち、市の負担

分は一般会計繰入金でございます。 

 令和元年度の介護保険特別会計の決算額につ

きましては、表の下の合計のほうにありますよ

うに、歳入総額１５５億２６３３万１０００

円、歳出総額１４２億４９２５万５０００円と

なっております。歳入歳出差引額、実質収支額

ともに１２億７７０７万６０００円となってお

ります。 

 なお、この中には、令和元年度に概算交付さ

れまして、その精算に伴い返還しなければなら

ない国県支出金及び支払基金交付金が１億８８

７７万５０００円含まれておりますので、次年

度への繰越金は１０億８８３０万１０００円と

なる見込みでございます。 

 それでは、歳出の主な事業について説明させ

ていただきます。 

 開けまして、１８６ページをお願いします。 

 まず、下の表の介護保険認定調査事業でござ

います。１億９７万円は、要介護認定申請者の

要介護度を決定するために認定調査員による訪

問調査及び主治医に対しての意見書の作成依頼

を行うものでございます。調査員の人件費、主

治医意見書作成料が主なものとなっておりま

す。 

 今後の方向性は、市による実施といたしてお

り、今後も高齢化の進行から要介護認定申請件

数の増加が見込まれることから、民間への調査

委託の拡大など、申請件数の増加などにも柔軟

に対応できる体制を整え、利用者が円滑にサー

ビスを利用できるようにしたいと考えておりま

す。 

 次の１８７ページをお願いいたします。 

 上の表の居宅介護サービス給付事業でござい

ます。この事業は、要介護認定１から５の方

が、その居宅において日常生活上必要な介護を

受ける訪問介護や、自宅から事業所等に通い、

機能訓練などを受ける通所介護等のサービスを

受けたときに事業所へ給付するものでございま

す。 

 決算額は５５億３７５３万６０００円で、不

用額の１億１４１４万９０００円は、給付額は

昨年度の実績を上回りましたが、特に通所系の

サービスにおきまして、新型コロナウイルス感

染症の影響による利用控えなどにより、サービ

スの利用が当初の見込みを下回ったことが主な

理由となっております。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施といたしており、今後も法令に基づき、適切

な制度運営に努めてまいります。 

 次に、下の表の施設介護サービス給付事業で

ございます。この事業は、要介護認定１から５

の方が特別養護老人ホームや老人保健施設など

の介護保険施設に入所し、サービスを受けたと

きに事業者へ給付するものでございます。 

 決算額は３６億２３２６万７０００円で、不

用額の１億６１７６万５０００円は、給付額は

昨年度の実績を上回りましたが、サービスの利

用者が当初の見込みを下回ったことが主な理由

となっております。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施といたしており、今後も法令に基づき、適切
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な制度運営に努めてまいります。 

 次の１８８ページをお願いいたします。 

 上の表、居宅介護サービス計画給付事業でご

ざいます。この事業は、要介護認定１から５の

方が、居宅において介護保険サービスを利用す

る場合に、介護支援専門員、いわゆるケアマネ

ジャーの方が介護サービス計画に基づき、サー

ビス利用があった場合に、プラン作成料の全額

を居宅介護支援事業者へ給付するものでござい

ます。 

 決算額は６億５２０５万円で、不用額３２５

６万８０００円は、要介護認定１から５の方の

居宅介護の各サービスにおきまして、利用者数

が当初の見込みを下回ったことに伴い、計画作

成の給付も見込みを下回ったことが主な理由で

ございます。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施といたしており、今後も法令に基づき、適切

な制度運営に努めてまいります。 

 次に、下の表の地域密着型サービス給付事業

でございます。 

 決算額は２３億９２５万６０００円でござい

ます。この事業は、地域密着型サービスの利用

があった場合に、事業者へ給付するものでござ

います。 

 この地域密着型サービスとは、事業者が所在

する市町村に居住する者が利用できるサービス

で、市町村が事業者の指定及び指導監督の権限

を持ちます。 

 サービスの種類といたしましては、定員が２

９人以下の特別養護老人ホームや認知症対応型

のグループホーム、訪問、通所、泊まりの多機

能を有する小規模多機能型居宅介護などがござ

います。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施といたしており、今後も法令に基づき、適切

な制度運営に努めてまいります。 

 次に、１８９ページをお願いいたします。 

 上の表の介護予防サービス給付事業でござい

ます。この事業は、要支援認定１・２の方が、

自立した生活ができるようにするための通所リ

ハビリテーションや福祉用具貸与などの介護予

防サービスを利用した場合、事業者へ給付する

ものでございます。 

 決算額は２億２８６２万３０００円で、不用

額２１０２万６０００円は、給付額は昨年度の

実績を上回りましたが、特に通所系サービスに

おきまして、新型コロナウイルス感染症の影響

による利用控えなどによりサービス利用が当初

の見込みを下回ったことにより、給付額も減少

したことが主な理由でございます。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施といたしており、今後も法令に基づき、適切

な制度運営に努めてまいります。 

 下の表の高額介護サービス給付事業でござい

ます。この事業は、要介護認定１から５の方の

介護サービス利用に係る自己負担額が、世帯の

課税状況などに応じた１月の自己負担の限度額

を超えた分を利用者に給付するものでございま

す。 

 決算額は２億７６８４万７０００円で、不用

額１７２４万２０００円は、先ほど説明いたし

ました居宅介護サービス、施設介護サービスの

給付額が当初の見込みより減少したことが主な

理由でございます。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施といたしており、今後も法令に基づき、適切

な制度運営に努めてまいります。 

 次に、１９０ページをお願いいたします。 

 上の表の特定入所者介護サービス給付事業で

ございます。この事業は、介護保険施設を利用

した場合の、食費と居住費に係る給付でござい

ます。 

 通常、食費と居住費は保険対象外となり全額

自己負担となりますが、低所得者については負

担軽減のため上限が設けられており、その差額
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を施設に保険給付するものでございます。 

 決算額は４億８５０３万５０００円で、不用

額３９３４万５０００円は、施設介護サービス

の給付費が当初の見込みより減少したことが主

な理由となっております。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施といたしており、今後も法令に基づき、適切

な制度運営に努めてまいります。 

 下の表の訪問型サービス事業でございます。

この事業は、地域支援事業の介護予防・日常生

活支援総合事業のサービスの一つで、要支援者

等を対象に、介護予防を目的としてホームペル

パーによる入浴、排せつ、食事などの身体介護

や掃除、洗濯、買物などの生活援助を行うもの

でございます。 

 また、この介護予防・日常生活支援総合事業

は介護保険法の改正により、平成２８年度から

事業を実施いたしておりますが、令和元年度は

旧制度から新制度へ完全移行した年となってお

ります。 

 決算額は３１３８万５０００円で、不用額が

２５８７万８０００円。こちらは旧制度からの

完全移行に伴い、見込んでおりましたサービス

の利用者が想定以上に伸びなかったこと、ま

た、新型コロナウイルス感染症の影響による利

用控えなどもあって、サービス利用が当初の見

込みを下回ったことが主な理由でございます。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施といたしており、今後は現在の課題等を整理

し、利用者のニーズに沿った事業となるよう見

直しを行い、介護予防に向けた効果的かつ効率

的な取組を行ってまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、１９１ページをお願いいたします。 

 上の表の通所型サービス事業でございます。

この事業は、先ほどと同様に地域支援事業の介

護予防・日常生活支援総合事業のサービスの一

つでございます。要支援者等を対象に、介護予

防を目的として、自宅から施設に通い入浴、排

せつ、食事などの日常生活上の支援及び機能訓

練を行うものでございます。 

 決算額は２億１０３０万８０００円で、不用

額３３６７万８０００円は、先ほどと同じよう

に旧制度からの完全移行に伴いまして、当初増

加すると見込んでおりましたサービスの利用者

が、想定以上に伸びなかったこと、また新型コ

ロナウイルス感染症の影響による利用控えなど

もあって、サービスの利用が当初の見込みを下

回ったことが主な理由でございます。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施といたしており、今後は現在の課題等を整理

し、利用者のニーズに沿った事業となるよう見

直しを行い、介護予防に向けた効果的かつ効率

的な取組を行ってまいりたいと考えておりま

す。 

 それでは、少し飛びまして、１９３ページを

お願いいたします。 

 下の表になります。地域包括支援センター運

営委託事業でございます。この事業は、介護保

険法で設置が義務づけられている地域包括支援

センターの運営事業で、本市は６つの圏域に分

けて、その運営を社会福祉法人等に委託してお

ります。 

 決算額は１億３５３６万８０００円で、委託

料が主なものでございます。１法人当たりの委

託料は２２２２万８０００円となっておりま

す。 

 なお、このほかにも、坂本地区と泉地区に

は、山間地域での身近な相談窓口といたしまし

て、あんしん相談センターを設置しておりまし

て、２つの社会福祉法人に運営を委託しており

ます。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施といたしており、高齢化に伴う要介護、要支

援者の増加が見込まれることから、今後も地域

包括支援センターの専門職員が十分な活動を行
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えるような体制を強化していきたいと考えてお

ります。 

 歳出の説明は以上でございます。 

 次に、歳入の主なものにつきまして、令和元

年度八代市特別会計歳入歳出決算書にて御説明

いたします。 

 決算書の５８ページと５９ページをお願いい

たします。 

 歳入の款１・保険料、項１・介護保険料、目

１・第１号被保険者保険料の収入済額は２９億

７０３９万１０００円となっております。 

 節１・現年度分特別徴収保険料の２７億４６

２２万円は、年金からの天引きにより納付され

たものとなっております。節２・現年度分普通

徴収保険料の２億１０１８万７０００円は、納

付書や口座振替で納付されたもので、普通徴収

保険料の収納率は８７.８％、収入未済額は２

９１５万３０００円となっております。 

 なお、特別徴収と普通徴収を合わせました現

年度分の収納率は、前年と同じく９９％となっ

ています。 

 次に、節３・滞納繰越分保険料では、介護保

険法に基づく不納欠損を行っております。不納

欠損額１９３７万８０００円となっておりま

す。 

 ２つ飛びまして、款の４・支払基金交付金３

６億７２７８万円は、社会保険診療報酬支払基

金を通じて交付されます第２号被保険者、すな

わち４０歳から６５歳未満の方の保険料に相当

するものとなっております。 

 次に、款の５・国庫支出金、項１・国庫負担

金、目１・介護給付費負担金２５億２２３０万

６０００円は、介護給付費に対する国の負担分

で、負担割合は施設分が１５％、居宅などその

他の介護分が２０％となっております。 

 項の２・国庫補助金、目１・調整交付金１０

億８５０７万６０００円は、７５歳以上の後期

高齢者割合や６５歳以上の高齢者の所得状況な

ど、市町村間の格差による介護保険財政の不均

衡を是正するために交付されるものでございま

す。 

 次の６０ページ、６１ページをお願いいたし

ます。 

 款の６・県支出金、項１・県負担金、目１・

介護給付費負担金の節１・現年度分１９億４９

８５万５０００円は、介護給付費に対する都道

府県の負担分で、負担割合は施設分が１７.

５％、居宅などその他の介護分が１２.５％と

なっております。 

 ７款を１つ飛びまして、款の８・繰入金、項

１・一般会計繰入金、目１・一般会計繰入金２

２億１７９万９０００円は、一般会計からの法

定内繰入金でございます。 

 繰入金の主な内容を御説明いたしますと、節

１・介護給付費繰入金１６億５２２９万９００

０円は、介護保険法に基づく市町村の負担分の

うち、介護保険給付費に対するもので、負担割

合は１２.５％でございます。飛びまして、節

の４・低所得者保険料軽減繰入金１億３６８９

万３０００円は、消費税引上げに伴う第１号被

保険者保険料の低所得者軽減強化によりまして

減収となりました第１号保険料相当分に対する

繰入金でございます。節の５・その他一般会計

繰入金３億４０６３万１０００円は、備考欄に

もございますように、事務費分と人件費分の全

額を繰り入れるものでございます。 

 次に、６１ページの一番したの段、最下段、

款の９・繰越金８億８８７５万８０００円でご

ざいます。こちらは、平成３０年度からの繰越

金でございます。 

 次のページの６２ページ、６３ページをお願

いいたします。 

 次の款１０・諸収入には、収入未済額１７９

２万１０００円がございます。内容は、備考欄

の下のほうに括弧囲いでありますが、収入未済

額内訳でございます。こちらのうち、介護報酬
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返還金（過年度分）といたしまして１２６２万

９０００円と、加算金、同じく過年度分といた

しまして５１２万９０００円でございます。 

 こちらは、本市及び宇城市にございました介

護保険事業者が、国の運営基準に基づかない事

業を行い、介護報酬を不正に受領したため、市

が返還請求を行っているもので、その未返還金

とその加算金となります。 

 最後に、流用額について説明いたします。 

 決算書の６７ページをお願いいたします。備

考欄の９行目、１０行目でございます。 

 款の２・保険給付費、項１・保険給付費、目

１・介護サービス給付費、節１９・負担金補助

及び交付金から同款・項の目５・高額医療合算

介護サービス費、節１９・負担金補助及び交付

金へ１６３万９０００円流用を行っておりま

す。 

 こちらは、介護サービスの利用者で、介護保

険と医療保険のそれぞれの負担が長期間にわた

り重複される世帯への負担軽減策として、高額

医療合算介護サービス給付事業を行っておりま

すが、この事業におきまして、給付額が当初の

見込額を上回り不足したことから、施設介護サ

ービス給付事業より流用を行ったものでござい

ます。 

 以上で、議案第１０１号・令和元年度八代市

介護保険特別会計歳入歳出決算の説明をさせて

いただきました。御審議のほど、よろしくお願

いいたします。 

○委員長（西濵和博君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（亀田英雄君） 繰越金の取扱いについ

てなんですけど、１８３ページで説明をいただ

いた分なんですが、１０億の次年度への繰越し

ですよね、今度。昨年は８億８０００万だった

かな。それでも基金積立が８万８０００円か。

これだけ繰越金が出れば、積立金とかいろいろ

すっとじゃなかろうかと思うとですけど、１０

億繰越金が出て、この繰越金はどげんして、次

年度への財源になっとっとか。これだけ繰越金

が大量になってですよ、どういうことになっと

か、ちょっとその辺の、何ですか、何かちょっ

と不思議ですよね。これだけあっとに保険料が

安くならんとか、基金が積立てにならんとか。

近年の推移も含めてその理由、私がちょっと言

うとが分かりにくかかな。その辺ばちょっと説

明してくれんかな。 

○長寿支援課長（山内真奈美君） 介護の保険

料につきましては、御存じのように介護保険計

画で３年ごとに給付額を見込んで、そして保険

料のほうを設定しております。 

 現在、第７期の令和２年度が最終年度となっ

ておりまして、ちょうど来年度以降の計画を策

定しているところでございます。 

 もともとの保険料の考え方というのが、３年

間での計を考えてつくるというような、保険料

の設定になっておりますので、今回繰越しのほ

うが多く見えますけれども、先ほどもちょっと

説明の中にありましたが、もともと令和元年度

におきましては、もっと給付費が伸びるのでは

ないだろうかと、私たちのほうでは考えており

ました。ですが、コロナ関係もありまして、年

度末に予測以上に下がってきております。 

 この影響を考えますと、コロナの収束の時期

というのがかなり、なかなか見通しが立たない

んですが、この３年間、今の計画が３年目でご

ざいますので、この３年目が終わったときに、

おっしゃるような黒字の部分については積立て

を行い、次の期に合わせて積立てを行いたいと

考えております。 

 ですが、今年の決算につきましても、先ほど

言いましたようにコロナの影響がかなり大きく

出ておりまして、長引く場合は医療控えにより

一時的に今年度の決算自体が黒字化が大きくな

る可能性もございますが、それ以降長引かずと
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いいますか、収束後は一気に給付額が伸びるの

ではないかという懸念もございます。 

 それで、この２年度の決算が終わった後、黒

字については次の期ですね、第８期への繰越し

として積立てのほうで考えております。 

 以上のお答えでよろしいでしょうか。 

○委員（亀田英雄君） 分かりました。それは

それで基金の積立てもやっぱりしっかりしとか

んといかんですよね。見誤らないように気をつ

けてください。 

 以上です。 

○委員長（西濵和博君） 質疑、ほかにござい

ませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようですので、

以上で質疑を終了いたします。 

 意見がありましたらお願いいたします。意見

ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） なければ、これより

採決をいたします。 

 議案第１０１号・令和元年度八代市介護保険

特別会計歳入歳出決算については、これを認定

するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（西濵和博君） 挙手全員と認め、本

案は認定することに決しました。 

 小会します。 

（午後３時１１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時１３分 本会） 

◎議案第１０６号・令和元年度八代市診療所特

別会計歳入歳出決算 

○委員長（西濵和博君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１０６号・令和元年度八代市診

療所特別会計歳入歳出決算について、健康福祉

部から説明願います。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） 健

康福祉政策課の野田でございます。よろしくお

願いいたします。座りまして説明させていただ

きます。 

○委員長（西濵和博君） どうぞ。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） そ

れでは、議案第１０６号・令和元年度八代市診

療所特別会計歳入歳出決算につきまして、御説

明いたします。 

 診療所特別会計は、泉地域の五家荘地区にご

ざいます椎原診療所、下岳地区にございます下

岳診療所及び柿迫地区にございます泉歯科診療

所の３つの僻地診療所の運営管理に係る事業で

ございます。 

 それでは、まず、決算状況について御説明い

たします。 

 令和元年度における主要な施策の成果に関す

る調書（その２）の２０５ページをお願いいた

します。 

 表の下のほうの合計欄を御覧ください。 

 まず、右側の歳出でございますが、予算額８

３５１万８０００円に対しまして、決算額は７

８６２万４０００円となっており、予算額に対

する執行率は９４.１％となっております。 

 次に、左側の歳入でございますが、診療所特

別会計は、歳出から事業収入や補助金収入など

の歳入で不足する額を一般会計からの繰入金で

補っておりますので、予算額、決算額ともに歳

出と同額で、歳入歳出差引額もゼロ円となりま

す。なお、翌年度へ繰り越すべき財源はござい

ませんので、実質収支額もゼロ円となります。 

 次に、内容についての説明をさせていただき

ますが、歳入につきましては八代市特別会計歳

入歳出決算書にて、歳出につきましては令和元

年度における主要な施策の成果に関する調書

（その２）につきまして、それぞれ御説明いた

します。 

 まず、歳出から御説明いたします。 

 調書の２０６ページをお願いいたします。 
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 上段の診療所一般管理事業は、３つの僻地診

療所を運営する事業で、決算額は３８３１万３

０００円でございます。 

 支出の主なものは、椎原診療所の臨時職員の

看護師２名、患者送迎車運転手１名及び受付事

務職員１名に係る賃金７１４万３０００円、レ

セプト点検及び請求事務を行います医療事務業

務委託及び下岳診療所、歯科診療所の兼任管理

委託経費２１６０万７０００円のほか、備品購

入費としまして歯科用ユニット、視力検査器等

３２４万９０００円、医療事務システム経費、

コピー機等使用料で１３４万円などがございま

す。 

 今後の方向性としましては、現行どおり市に

よる実施を続けるとしまして、今後も地域住民

に適切な医療を提供するために必要な医療機器

の更新を適宜進め、スタッフの研修等による技

術の向上を図り、医療水準の向上を目指してま

いります。 

 次に、下段の診療所医療事業は、診療に際し

て、症状・原因等の的確な把握のために行う血

液検査の検査機関への委託や、治療に使用する

医薬品・医薬材料の購入及び義歯の制作・加工

等の委託を行う事業で、決算額は１８７６万８

０００円でございます。 

 その主なものは、医薬品の購入費で１７６３

万７０００円、血液検査等委託で５５万４００

０円でございます。 

 今後の方向性としましては、現行どおり、市

による実施を続けるとしまして、今後も適切な

検査や医薬品等が提供できる体制を確保してま

いります。 

 以上で歳出の説明を終わります。 

 続きまして、歳入の御説明をいたします。 

 歳入につきましては、決算書で御説明いたし

ます。 

 決算書の１４６ページ、１４７ページをお願

いいたします。１４７ページ中ほどの収入済額

欄を御覧ください。 

 款１・診療所事業収入、項１・診療収入、目

１・保険収入、節１・保険診療報酬は、２７４

６万３０００円でございます。これは、各診療

所で行いました保険診療に対して支払われる診

療報酬でございます。 

 目２の節１・一部負担金収入５１９万２００

０円は、受診者が窓口で支払う自己負担金でご

ざいます。 

 款２・使用料及び手数料、項１・使用料、目

１、節１・診療所使用料１３万４０００円は、

下岳診療所の医師住宅の使用料等でございま

す。 

 項２・手数料、目１、節１・診療所手数料１

５２万６０００円は、予防接種手数料や、診断

書・意見書の作成料などでございます。 

 款３・県支出金、項１・県補助金、目１・へ

き地診療所県補助金、節１・へき地診療所運営

費補助金１０７６万７０００円は、３つの僻地

診療所の運営費補助金でございます。 

 節２・医療施設等整備費補助金１４８万３０

００円は、歯科診療所の歯科ユニット等を購入

した経費に対する補助率２分の１の補助金でご

ざいます。 

 款４・繰入金、項１、目１、節１・一般会計

繰入金２９０５万円は、一般会計からの財源補

填のための繰入金でございます。 

 １４８、１４９ページをお願いいたします。

１４９ページの中ほどの収入済額欄を御覧くだ

さい。 

 款６・諸収入、項１、目１・雑入、節１・売

上収入１１万４０００円は、椎原診療所に設置

しております太陽光発電の余剰電気の売上収入

でございます。 

 節２・雑入１１０万９０００円の主なもの

は、地域医療等振興自治宝くじの収益金を財源

とし、椎原診療所の医師が研修等を受けるため

に要する旅費等に対する地域社会振興財団から
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の長寿社会づくりソフト支援事業費交付金１０

９万３０００円でございます。 

 最後の款７、項１・市債、目１、節１・診療

所事業債１４０万円でございますが、これは先

ほど県補助金のところで申し上げました歯科診

療所で購入した医療機器に係る起債の借入額で

ございます。 

 以上、収入済額の合計は、７８６２万３００

０円でございます。 

 以上で、令和元年度八代市診療所特別会計歳

入歳出決算についての説明とさせていただきま

す。御審議のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（西濵和博君） それでは、以上の部

分について、質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（亀田英雄君） ちょっと聞き逃したか

もしれんとですけど、医師の確保が重要課題だ

ったと思っとっとですけど、そっちのほうは、

うまくいきよっとですか。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） 令

和元年度までは、自治医科大の先生が常駐で勤

務されております。これからまだ自治医科大の

先生とかの要望だとかあるいはドクターネット

に要望をしまして、まだ常駐の先生を要望して

いきたいと思うんですけれども、それはまた検

討・協議の中でまた決まっていくのかなと考え

ております。 

○委員（亀田英雄君） ちょっとよう分から

ん。この決算のときまでは大学のがいたってこ

とですよね。分かりました。 

○委員長（西濵和博君） ほかに質疑ございま

せんか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようです。以上

で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

○委員（亀田英雄君） 今、坂本でもあげんな

ってですね、医者の確保、医療の確保、その辺

が厳しかとはよう分かっとですけど、泉も厳し

か状況。医療というのはやっぱそこに住む理由

になってきますけん、そこは十分なですね、手

当てをしていただきたいなということを改めて

思いましたので、意見といたします。 

○委員長（西濵和博君） ほかに意見ございま

せんか。（｢同じです」と呼ぶ者あり） 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようですので、

これより採決をいたします。 

 議案第１０６号・令和元年度八代市診療所特

別会計歳入歳出決算については、これを認定す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（西濵和博君） 挙手全員と認め、本

案は認定することに決しました。 

 以上で、付託されました案件の審査は全部終

了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

 小会いたします。 

（午後３時２２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時３２分 本会） 

◎その他 

○委員長（西濵和博君） 本会に戻します。 

 それでは、次に八代市議会災害対策会議にお

ける部会の活動計画協議に入ります。 

 本日は、９月９日の八代市議会災害対策会議

で、議長より提案があり、皆様に御承認いただ

きました部会活動を実施するに当たり、まず、

第１回目の協議ということで調査事項、開催期
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間等を御協議いただきたいと思います。 

 それでは、レジュメ（１）各部会調査事項に

ついてでございますが、基本的に各常任委員会

の所管事務調査内容、すなわち教育に関する諸

問題の調査、そして保健福祉に関する諸問題の

調査、以上２点に基づき活動していただくこと

となります。 

 まず、部会における所管事項について御意見

等ございませんでしょうか。 

○委員（亀田英雄君） 今、調査事項に基づい

て、そしてその部会で意見を述べることについ

てやっぱ調査をせんばですね。それに基づいて

決定いただければと思いますけど。 

○委員長（西濵和博君） 分かりました。今確

認の意味での御質問もあったと思いますが、御

案内しましたように、所管事務調査の範囲にお

きまして様々な調査研究活動を行っていくよう

なことになります。 

 また、一方では災害復興の計画策定にも関わ

るということで、そこも含めた上でいろんな御

意見を賜りたいと存じます。 

 ほかに何か御意見ございませんでしょうか。 

○委員（前川祥子君） 所管事務調査において

ですから、学校関係においては、今現状ですよ

ね。災害の後の子供たち全般の状況、今どこで

学習しているのかとかですね。そして福祉関係

といったら施設の状況ですよね。災害を受けた

ところの施設が今どういう状況であるかと、そ

ういうところからまず聞いてみたいなというふ

うには思ってはおりました。現状ですから、現

状の後、今後というところになっていくんでし

ょうが、今の現状というところでぜひ教えてい

ただければなと思っております。 

○委員長（西濵和博君） ほかに御意見ござい

ませんでしょうか。 

○委員（古嶋津義君） 泉も入っとっとかな。 

○委員長（西濵和博君） そうですね。所管事

務の部会としましては、被災した八代地域全般

に対しての対応というのは当然前提になるかと

思います。 

 また、復興計画については坂本町というふう

に限定してございますので、そのような御理解

をいただければと思います。 

 ほかに何か御意見ございませんでしょうか。 

○委員（村上光則君） 坂本町に限定するわけ

ですか。（委員亀田英雄君「復興計画はです

ね」と呼ぶ） 

○委員長（西濵和博君） 八代市が取りまとめ

ようとしています復興計画につきましては、八

代市の坂本町ということで限定してございます

が、部会としてはそこだけに限定するものでは

なく、所管事務の範囲内で考えていくべきかと

思います。 

○委員（百田 隆君） 所管事務調査、いわゆ

る文教福祉委員会とリンクしとるわけたいな。

この部会は。 

○委員長（西濵和博君） はい。 

○委員（百田 隆君） だけん、坂本の現状と

いうことになると、文教福祉であれば病院関係

なんかはね、ああいうのの視察とか内容は１回

見たほうがいいんじゃないかなと思っとるとば

ってん。その辺りはどうでしょうかな。 

○委員長（西濵和博君） 御意見としてとどめ

ておきます。 

 ほかに御意見ございませんでしょうか。 

○委員（前川祥子君） 次回は、１０月９日が

このくらし・コミュニティ再生部会が第２回目

になるんでしょうか。 

○委員長（西濵和博君） 坂本町復興計画策定

委員会においては、第１回目の折に策定委員会

と専門部会が合同会議ということで開催されて

おりますけれども、実質、専門部会の実働とし

ては第２回目が実際には意見を交わす初回とい

うふうな形になろうかと思います。（委員前川

祥子君「初回になるんですね」と呼ぶ）はい。 

○委員（前川祥子君） 今さっき学校関係、そ
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れから施設関係、福祉の施設関係の現状という

話をしましたが、現状をまず知ることが一番大

事かとは思いますけども、そういうふうに専門

部会の中で、多分地域の皆さん方が入ってらっ

しゃるというふうに、参加してらっしゃると聞

いてますので、その方々の御意見、御要望、そ

ういったところもですね、今度２回目ですから

次回は出てくるんじゃないかなと思いますの

で、そういうのも、こちらの部会があるときに

は、協議があるときには、そういったお話も、

会議の中での話も出していただければなという

ふうに思います。意見です。 

○委員長（西濵和博君） そうですね。専門部

会においては、私ども常任委員会の正副委員長

だけでなく、地域はもとよりいろんな団体の代

表の方も構成員として入っていらっしゃいま

す。また、市のほうでは地域を代表される４０

名の坂本地域住民の地域懇談会というのも開い

ていらっしゃいますので、そういう形で様々な

場面で住民の方の御意見をいただける機会もあ

ろうかと思っております。 

 ほかに意見ございませんでしょうか。 

○委員（古嶋津義君） 委員会として、文教福

祉だから学校とかそういう施設。民間の施設も

よかと、踏み込んで。議会事務局。民間の施設

もいいんですか。老健とか。例えば今言ってた

病院とか、民間の施設もよかですか。 

○議会事務局次長（増田智郁君） こんにち

は。議会事務局、増田です。 

 市議会で行う調査の範囲というようなお尋ね

かと思いますが、基本的に市議会で行う調査と

いいますのが、市の行政に関するものというこ

とになっておりますので、今御質問の民間の施

設でしたり民間の企業という形になると、基本

的には調査外になりますが、ただ、受入れの先

方の承諾があればですね、調査を行ってもいい

というようなことで全国市議会議長会からの見

解もあっているところでございます。 

 以上です。（委員古嶋津義君「はい、理解し

ました」と呼ぶ） 

○委員長（西濵和博君） ほかに御意見ござい

ませんでしょうか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようですので、

ただいまの御意見等いただきました内容を含

め、本件につきましては、今後、正副議長間で

協議いたしまして、最終的には正副議長とも調

整を行い、実際の活動等を行っていきたいと思

いますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

 それでは、レジュメの２番目、（２）各部会

開催及び活動期間についてでございますが、現

在、被災した坂本町の復興計画を策定する八代

市復興計画策定委員会が設置されております。 

 そこで、市議会といたしましても復興計画に

市議会の意見を反映させるために、積極的に活

動する必要があると考えます。 

 そこで、他の常任委員会との調整も必要とな

ってまいりますが、まずは執行部の状況も踏ま

え、１０月から１１月中旬までを当面のまずは

活動期間とし、その後の活動につきましては、

状況等に応じ、継続して実施したいと考えてお

りますが、いかがでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） 御賛同いただきあり

がとうございます。 

 それでは、そのように実施してまいりたいと

思いますので、実際の開催日等につきまして

は、後日、事務局を通じ、スケジュールの確認

をさせていただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 それでは、レジュメの３つ目、（３）現地視

察について協議いたしたいと思います。 

 先ほど御意見いただきました所管事項を調査

するに当たりまして、現地視察を実施するか否

かにつきましてはいかがでしょうか。（｢せな
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んと」「うん。現地視察はして。せんば分から

んでしょう」と呼ぶ者あり） 

○委員（前川祥子君） 現地視察はもちろんし

たいと思っております。 

 その前にですね、学校の、要するに八竜小学

校とか、坂本中学校の子供たちがどういう状況

でどこの学校で学習しているかというような現

状ですよね。それは教育委員会のほうから説明

方々あった中で、その後現地視察という形で

も、学校視察の場合はですね、それでもいいか

なと思います。 

 あと、福祉関係の施設においても、まずはや

っぱり現状を把握できている所管が説明してい

ただければなというふうにも思いますけど、い

かがでしょうか。 

○委員長（西濵和博君） そうしましたらです

ね、今の御質問の点につきましては、（４）の

部会開催に当たっての遵守事項というところを

準備いたしておりまして、そこにも一部関係し

ますので、ちょっと内容につきましては４番目

で触れさせていただきたいと思います。 

 （３）の現地視察の実施につきましては、

今、前川委員からは実施したいというような発

言がございましたが、ほかの委員さんから何か

ございませんでしょうか。 

○委員（亀田英雄君） 賛成です。 

○委員長（西濵和博君） よろしいですか。 

○委員（亀田英雄君） 現地視察をお願いしま

す。 

○委員長（西濵和博君） お願いしますという

御意見。 

○委員（百田 隆君） 一緒です。当然これは

現地視察せんことには話はできんばい。現地視

察。 

○委員長（西濵和博君） 現地視察を実施した

いという御意見がございました。 

 それでは、現地視察については、今の御意見

も含め、実施する方向で、今後、各部会正副部

会長合同会議の席の中で調整していきたいと思

いますが、御異議ございませんでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

 それでは最後の（４）部会開催に当たっての

遵守事項についてでございますが、部会活動に

当たっては、各委員会所管事項の範囲を遵守す

ることと、それからＢＣＰ中である執行部の対

応は最小限とすること、すなわち部会資料につ

いては、事務局の書記が収集すること、現地視

察を含む部会における執行部の対応人数は最小

限とすること、以上のルールを踏まえ、部会の

活動に当たっていきたいと思いますが、いかが

でしょうか。 

○委員（亀田英雄君） そのように配慮いただ

いて、あとは委員長にお任せいたします。 

○委員（百田 隆君） 執行部同行っちゅうこ

とたいな。 

○委員長（西濵和博君） 事務局の書記が同行

でございまして、先ほど前川委員から御意見が

ございましたが、今、市役所各部署それぞれの

所管で復興対応を優先的にＢＣＰという形の中

で対応しているところもございますので、どう

いう項目を調査するか、また、今後、その調査

目的に従って現地視察を実施するとしたときに

は執行部の対応ができるか否かというところも

ございますので、そこら辺は、今の御発言も踏

まえた上で執行部と調整を図っていきたいとい

うふうに思います。 

 よろしいでしょうか。 

○委員（前川祥子君） 今のお話は、現地に執

行部のほうから随行するということを否かとい

うことですか。 

○委員長（西濵和博君） 執行部の随行につい

ては、議会事務局の書記職が随行はいたします

が、視察をするとしたときに、その視察先を所

管する市役所の部署の職員が対応できるかどう
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かについては、ＢＣＰ等に配慮するというのが

大前提でございますので、それができる場合も

あるかもしれませんけれども、必ずしもそれが

全て要望にかなうかというのは今後の調整に委

ねていただければと思います。 

○委員（前川祥子君） 私のほうはですね、私

のほうというか、私の意見としては、ＢＣＰと

いうふうにおっしゃられるのであれば、特に関

係の部署が現場に随行する必要もないかと思い

ます。 

 私はですね、この場で、そういった前の時間

においてですね、ちょっと今の状況を説明して

いただければと、それから出発するようなこと

があってもいいんじゃないかなと思います。 

○委員長（西濵和博君） 先ほど（４）のとこ

ろで触れましたが、部会の活動に伴う資料収集

については、基本的に事務局の書記を中心に部

署に当たってもらうというふうなのを想定して

おりますものですから、現地視察の行く前ある

いは現地視察以外のこの場での我々の活動の中

で執行部の出席が必ずしもかなうかどうかとい

うのは、それも含めてＢＣＰということで御理

解ただけたらと思います。 

○委員（前川祥子君） 分かりました。では、

個人的にそこは調べて行くという形でもよろし

いですね。そういうことでよろしいですね。 

○委員長（西濵和博君） 委員が個別に、個人

的になさることについてはですね、それぞれで

御対応いただければと。 

○委員（前川祥子君） はい、分かりました。 

○委員長（西濵和博君） 一旦ここで小会した

いと思うんですが、よろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） 小会します。 

（午後３時４８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時５７分 本会） 

○委員長（西濵和博君） 本会に戻します。 

 協議事項の（４）部会開催に当たっての遵守

事項について、再度確認をさせていただきたい

と思います。 

 部会活動に当たっては、各委員会所管事項の

範囲を遵守すること、ＢＣＰ中である執行部の

対応は最小限とすること、すなわち部会資料に

ついては、書記が基本的に収集すること、現地

視察を含む部会における執行部の対応人数は状

況に応じて、また、最小限とすること、以上の

ルールを踏まえ、部会の活動に当たっていただ

ければと思いますが、ただいまの件については

御承知おき願いたいと思います。 

 その他、何かございませんでしょうか。 

○委員（亀田英雄君） 先ほどおっしゃられた

１０月９日のことなんですけど、傍聴に行って

よかですかね、傍聴は。それはどんな会議にな

るとですか。 

○委員長（西濵和博君） すみません。復興計

画策定委員会に伴う専門部会の開催につきまし

ては、正副委員長がこの部会から出席というこ

とですが、会の運営等の講義のことについては

ちょっと私たちも承知してませんものですか

ら、執行部の復興推進課等で御確認いただけれ

ばと思います。申し訳ございません。 

 よろしいでしょうか。 

○委員（亀田英雄君） はい、よかです。 

○委員長（西濵和博君） ほかにございません

でしょうか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） それでは、以上で本

日の委員会の日程は全部終了いたしました。こ

れをもって、文教福祉委員会を散会いたしま

す。 

（午後３時５９分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和２年９月３０日 
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文教福祉委員会 

委 員 長 
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